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少子高齢化の進行、人口減少、家族形態や雇用形態の多様化など大きく変化する社会経済

情勢に対応し、持続可能で活力ある社会を形成するためには、人権や多様性が尊重され、誰

もが個性と能力を十分に発揮することのできる男女共同参画社会の実現が求められていま

す。 

牛久市では、平成１５年度に「牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画」を策定して

以来、市民と行政が一体となって、男女共同参画社会に向けたさまざまな取組を進めてきま

した。その結果、多様なライフスタイルを可能にし、健やかに安心して暮らせる環境の整備

が改善されてきました。しかし、未だ根強く残る固定的な性別役割分担意識をはじめとする

事実上の男女間の格差など、解決すべき問題が多く残されていることから、取組を継続して

いく必要があります。 

国際的な協調として持続可能な開発目標（SDGs）に掲げられているジェンダー平等の実現

に向けた積極的な取組が求められる中、牛久市は、社会情勢の変化やライフスタイルの多様

化による新たな課題への対応と、一人ひとりの個性と能力を生かし、充実した生き方を選択

できる男女共同のまちづくりを目指しています。「牛久市男女共同参画推進基本計画・実施

計画（第３次）」から５年が経過し、行政・市民・事業者などが一体となって男女共同参画

を尚一層推進するため、この度「牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画（第４次）」

を策定いたしました。 

長い歴史の中で形成された意識や社会のしくみを変えていくことは、一朝一夕にできるも

のではなく、市民参画で策定した基本計画、そして、実施計画を一歩一歩着実に推進するた

めには、行政の取組とともに、市民一人ひとりの理解と実践が必要です。 

私たちのまちに男女共同参画の意識が着実に根付くよう、市民・事業者・行政のパートナ

ーシップにより、本基本計画及び実施計画を推進して参りたいと考えておりますので、皆様

のより一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

最後に、本計画の策定にあたり、男女共同参画に関する意識調査にご協力いただきました

多くの市民の皆様をはじめ、熱心にご審議をいただきました「牛久市男女共同参画審議会」

委員の皆様、貴重なご意見・ご提案をいただきました関係者の方々 に、心から御礼申し上げ

ます。 

 

令和５年３月 

 

 牛久市長 根本 洋治 

はは  じじ  めめ  にに  
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第１章 計画策定の基本的な考え方      

Ⅰ 計画の概要 

１．計画策定の趣旨 
我が国では、男女共同参画社会の実現を 21 世紀の最重要課題の

一つとして位置づけ、平成 11 年（1999 年）に「男女共同参画社会

基本法」が制定されました。 

男女共同参画社会基本法では、「男女共同参画」について、「男

女が、社会の対等な構成員として、自らの意志によって社会のあ

らゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女

が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受すること

ができ、かつ、共に責任を担うべき社会を形成すること」と定義

し、その促進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

基本的な計画を定めるよう努めること（第 14 条）としています。 

仕事と家庭の両立支援や女性の活躍推進支援などの取組が進め

られ、令和２年度に国の男女共同参画基本計画（第５次）、令和

３年度に茨城県男女共同参画基本計画（第４次）が策定されまし

た。 

 牛久市でも、平成 15 年に制定した「牛久市男女共同参画推進条

例」に基づき、平成 29 年度から令和４年度を計画期間とする「牛

久市男女共同参画推進基本計画（第３次）」を策定し、男女共同

参画社会の実現に向けた取組を進めてまいりました。 

この間、労働力人口の減少や少子高齢化の進展、新型コロナウ

イルス感染症拡大による新しい生活様式の導入など、社会情勢が

大きく変化しています。 

こうした中、あらゆる分野で、女性の活躍推進や働き方の見直

しなど、男女共同参画社会の実現に向けた取組が一層求められて

おり、女性はもとより、子ども、男性、高齢者それぞれが多様な

生き方を選択できるよう、今後より一層の意識づくりや環境の整

備が必要となっています。 

更には、国連で採択された 2030 年までの国際目標である持続可

能な開発のための 2030 アジェンダ（持続可能な開発目標：SDGs） 

の目標５として「ジェンダー *平等の達成と全ての女性及び女児の

エンパワーメント」が掲げられ、目標達成に向けた取組の強化が

求められています。 

このような状況を踏まえ、男女共同参画を取り巻く社会情勢の

変化や諸課題に対応するとともに、国や県の男女共同参画基本計

画を勘案して、中長期的な展望に立ち、市民、事業者、学校、行

*
 



 

２ 

 

政が一体となって、男女共同参画社会の実現に向けた施策の方向

性を示すため、「牛久市男女共同参画推進基本計画（第４次）」

を策定します。  

 

 

 

 

２．基本理念 

 「牛久市男女共同参画推進条例」第３条に規定する次の５つの

基本理念に基づき、この計画を定めます。 

(1)  男女共同参画は、男女の個人としての尊厳が重んぜられる

こと、男女が性別による差別的取扱いを受けないこと、男女が

個人として能力を発揮する機会が確保されることその他の男

女の人権が尊重されることを旨として、推進されなければなら

ない。 

 

(2)  男女共同参画は、社会における制度又は慣行が、男女の社

会における活動の選択に対して及ぼす影響をできる限り中立

なものとするよう配慮し、男女が性別による固定的な役割分担

にとらわれることなく多様な生き方を選択することができる

ことを旨として、推進されなければならない。 

 

(3)  男女共同参画は、男女が、社会の対等な構成員として、市

における政策又は事業者における方針の立案及び決定に共同

して参画する機会が確保されることを旨として、推進されなけ

ればならない。 

 

(4)  男女共同参画は、家族を構成する男女が、相互の協力と社

会の支援の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活にお

ける活動について家族の一員としての役割を円滑に果たし、か

つ、当該活動以外の活動を行うことができるようにすることを

旨として、推進されなければならない。 

 

(5)  男女共同参画の推進が国際社会における取組と密接な関係

を有していること及び地域における国際化の進展にかんがみ、

男女共同参画は、国際的協調の下に推進されなければならない。 

 

本 文 中 で *マ ー クの つ い た 用 語 は、 ◇ 付 属 資 料 ◇ の 用 語 解 説 （ 70～ 73

ペ ー ジ ）に 掲 載 し て い ま す 。  



 

３ 

 

３．計画の性格 

(1)  本計画は「牛久市男女共同参画推進条例」第７条に基づき、

同条例の５つの基本理念にのっとり、男女共同参画の推進に関

する施策の総合的かつ計画的な実施を図るための基本的な計

画です。 

 

(2)  本計画は、市の基幹計画である「牛久市第４次総合計画」

の関連計画として位置付けられ、各分野の事業と整合性を図り

つつ事業を推進します。 

 

(3)  本計画は、「男女共同参画社会基本法」第 14 条第３項に基

づく「市町村男女共同参画計画」として位置づけます。 

 

(4)  本計画は、国の「男女共同参画基本計画（第５次）」、茨

城県の「茨城県男女共同参画基本計画（第４次）」を踏まえて

策定します。 

 

(5)  本計画は、市民・事業者・市が一体となって男女共同参画

社会の実現に向けて取り組むための指針となる計画です。さま

ざまな主体との連携と協働により計画を推進します。 

 

(6)  本計画は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律（女性活躍推進法）」第６条第２項に基づく、本市におけ

る「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策について

の計画」を含み、計画に該当する施策を、「基本目標Ⅱ・施策

の方向性２」に示します。 

 

(7)  本計画は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に

関する法律（ドメスティック・バイオレンス(DV）防止法）」 *

第２条の３第３項に基づく、本市における「配偶者からの暴力

の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的

な計画」を含み、計画に該当する施策を、「基本目標Ⅲ・施策

の方向性１」に示します。 

 

(8)  本計画は、SDGs の目標５の達成に向けた取組として対応し

ます。  

 



 

４ 

 

４．計画の体系 

(1)  計画を実現するための基本的方向性 

 

基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 

施策の方向性 Ⅰ－１ 男女共同参画の視点に立った意識改

革の推進 

主な取組 Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり 

施策の方向性 Ⅰ－２ 教育・メディア等を通じた男女共同

参画に向けての理解の促進 

主な取組 Ⅰ－２－１） 一人ひとりの人権が尊重される社会

づくり 

 Ⅰ－２－２） 学校等における男女共同参画の推進 

 Ⅰ－２－３） 生涯にわたる学びのすすめ 

   

基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

施策の方向性 Ⅱ－１ 政策・方針決定過程への女性の参画

拡大 

主な取組 Ⅱ－１－１） 審議会、委員会への女性の積極的登

用 

 Ⅱ－１－２） 市・企業・団体における女性の参画

促進 

施策の方向性 Ⅱ－２ 雇用等における男女共同参画の推進

と仕事と生活の調和 

主な取組 Ⅱ－２－１） ワーク・ライフ・バランスの実現 

 Ⅱ－２－２） 女性が活躍できる働き方の実現 

 Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり 

施策の方向性 Ⅱ－３ 地域における男女共同参画の推進 

主な取組 Ⅱ－３－１） 男女がともに参画する地域活動の推

進 

 

基本目標Ⅲ 

 

安全・安心な暮らしの実現 

施策の方向性 Ⅲ－１ あらゆる暴力の根絶 

主な取組 Ⅲ－１－１） ドメスティック・バイオレンス（配

偶者等に対する暴力 (DV)）の防止対

策の推進 

 Ⅲ－１－２） さまざまなハラスメント等防止対策

の推進 

 Ⅲ－１－３） 相談・支援体制の充実 



 

５ 

 

施策の方向性 Ⅲ－２ 男女共同参画の視点に立った生活上

の困難に対する支援と多様性を尊重

する環境の整備 

主な取組 Ⅲ－２－１） 持続可能で多様な働き方の実現 

 Ⅲ－２－２） 援助が必要な家庭への支援 

 Ⅲ－２－３） 

 

多様性を認め合うダイバーシティ *社

会の実現 

施策の方向性 Ⅲ－３ 生涯を通じた健康支援 

主な取組 Ⅲ－３－１） 妊娠・出産・育児に関する健康支援 

 Ⅲ－３－２） 健康保持・増進に向けての支援 

施策の方向性 Ⅲ－４ 防災における男女共同参画の推進 

主な取組 Ⅲ－４－１） 防災意識の高揚と地域防災活動の支

援・充実 

 

(2)  推進体制と進行管理 

 

１．市の推進体制の充実 

２．連携の強化 

３．進行管理等  

 

５．計画の期間 

計画期間は令和５年度（2023 年）から令和９年度（2027 年）ま

での５年間とします。 
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Ⅱ 牛久市における男女共同参画の現状と課題 

１．第３次牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画の 

数値目標・成果指標の状況 
 

第３次牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画では、行政

が事業を行う上で目標とする数値として 24 項目の数値目標を、男

女共同参画社会の進展の度合いを測る目安として９項目の成果指

標を設定しました。 

牛久市男女共同参画推進基本計画・実施計画(第３次)令和３年

度実施状況報告書によると、令和３年度末時点の現状値で目標を

達成した数値目標は５項目にとどまりました。目標値に達してい

ない 19 項目のうち、10 項目は基準値である平成 28 年度実績値と

同等または改善が見られましたが、９項目は平成 28 年度実績値を

下回ったあるいは改善が見られませんでした。目標未達成の大き

な要因として新型コロナウイルスの影響がありますが、未達成の

要因を分析し、改善策を講じていく必要があります。  
 

(1)  数値目標の状況 

■基本目標Ⅰ(第３次) 男女が互いの人権を尊重するための意識

の改革 

№  数値目標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ４

(2022) 

目標値  

Ｒ３

(2021) 

現状値  

担当  

1 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 出 前 講 座 実

施 数  
年１回

開催  

年１回

開催  

年２回

開催  

実績な

し  

市 民 活 動 課

男 女 共 同 参

画推進室  

2 管 理 職 研修 の 出 席 率  51.8% 87.5% 90% 83.04% 市 民 活 動 課

男 女 共 同 参

画推進室  

3 両 親 学 級「 Happy マ タ ニ テ ィ 講 座」

（ 旧 に ん ぷ っ ぷ 教 室 ） の 夫 （ ﾊﾟｰﾄ

ﾅｰ） の 参加 率  

63.6% 76.3% 94% 71.9% 健 康 づ く り

推進課  

 

■基本目標Ⅱ(第３次) 男女があらゆる分野に参画できる環境

の整備 

№  数値目標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ４

(2022) 

目標値  

Ｒ３

(2021) 

現状値  

担当  

4 投 票 管 理 者 及 び 立 会 人 （ 期 日 前 ・

当 日 ） の女 性 の 割 合  
18.2% 16.3% 20% 18.2% 総務課  

5 審 議 会 等に お け る 女 性 委 員 の 割 合  23.5% 23.5% 30% 28.5% 各課  

6 市 の 女 性 管 理 職 の 割 合 (課 長 補 佐

以 上 ）  
18.9% 19.1% 23% 22.3% 人事課  

7 行 政 区 の女 性 区 長 ・ 副 区 長 の 割 合  6.3% 7.4% 15% 11.7% 市民活動課  

8 女性消防団員 数  ４人  ９ 人  15 人  10 人  防災課  
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■基本目標Ⅲ(第３次) 男女が多様なライフスタイルを可能に 

する環境の整備 

№  数値目標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ４

(2022) 

目標値  

Ｒ３

(2021) 

現状値  

担当  

9 女 性 農 業士 数  ２人  ３人  ４人  ３人  農業政策課  

10 家 族 経 営協 定 *「 我 が 家 の き ず な 」

の 見 直 しを 行 っ た 農 家 数  
該当  

なし  

０件  ５件  ０件  農業政策課  

11 市 男 性 職員 の 育 児 休 業 取 得 者 数  ０人  ０人  １人  ０人  人事課  

12 市 内 保 育施 設 の 認 可 定 員 数  1,380

人  

2,014

人  

2,198

人  

2,039

人  

保育課  

13 ０ 歳 児 保 育 実 施 保 育 園 数 （ 分 園 を

含 む ）  
８箇所  16 箇

所  

21 箇

所  

19 箇

所  

保育課  

14 障 害 児 保 育 実 施 保 育 園 数 （ 療 育 支

援 加 算 対象 施 設 ）  
該当  

なし  

１箇所  ５箇所  ４箇所  保育課  

15 児 童 ク ラブ 待 機 児 童 数  該当  

なし  

０人  ０人  20 人  教育企画課  

16 保 育 園 に お け る 男 性 保 育 士 数 （ 分

園 を 含 む）  
０人  ７園

/19 園  

各園  

１人  

６ 園  

(９ 人 ) 

/19 園  

保育課  

17 ふ れ あ い サ ー ビ ス 協 力 会 員 登 録 者

数  
79 人  88 人  130 人  106 人  社会福祉協

議会  

18 地 域 包 括支 援 セ ン タ ー 設 置 数  １箇所  １箇所  ２箇所  ２箇所  高齢福祉課  

 

■基本目標Ⅳ(第３次) 男女が健やかに安心して暮らせる生活環 

境の整備 

№  数値目標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ４

(2022) 

目標値  

Ｒ３

(2021) 

現状値  

担当  

19 生 後 ４ ヶ 月 ま で の 乳 児 全 戸 訪 問 の

実 施 率  
87.1% 100% 100% 100% 健 康 づ く り

推進課  

20 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 施 設 （ 子 育 て

広 場 お よ び 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ

ー ） 数  

該当  

なし  

５箇所  子育て

広場６

箇所 ･

子育て

支援 ｾﾝ

ﾀｰ 15

箇所  

子育て

広場６

箇所 ･

子育て

支援 ｾﾝ

ﾀｰ 14

箇所  

こ ど も 家 庭

課  

保育課  

21 特 定 健 診受 診 率  該当  

なし  

31.4% 45% 26.2% 健 康 づ く り

推進課  

22 イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 接 種 率

（ 高 齢 者）  
該当  

なし  

41.3% 52% 56.6% 健 康 づ く り

推進課  

23 か っ ぱ つ体 操 普 及 員 数  241 人  303 人  320 人  194 人  医療年金課  

24 一 家 に ひ と り 地 域 ヘ ル パ ー 養 成 講

座 受 講 者数  
333 人  424 人  437 人  498 人  社 会 福 祉 協

議会  

（ 出 典 ：牛 久 市 男 女 共 同 参 画 推 進 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 (第 ３ 次 )令 和 ３ 年 度 実 施 状 況

報 告 書 ）  
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(2)  成果指標の状況 

■基本目標Ⅰ(第３次) 男女が互いの人権を尊重するための意

識の改革 

№  成果の指標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ３  

(2021) 

現状値  

1 「 牛 久 市 男 女 共 同 参 画 推 進 条 例 ・ 基 本

計画」の認知 度  

条 例 認 知 度

21% 

基 本 計 画 認

知度 17% 

条 例 認 知 度

17% 

基 本 計 画 認

知度 15% 

条例認知度

22.1% 

基本計画認

知度 18.8% 

2 性別による固 定的役割分担 の解消度  62% 68% 81.4% 

3 社 会 通 念 ・ 慣 習 ・ し き た り に お け る 男

女平等感  

18% 18% 14.9% 

4 夫婦の家事分 担割合  16% 

(平均 ) 

20% 

(平均 ) 

16.8% 

(平均）  

5 家庭生活にお ける男女の地 位の平等感  19% 23% 21.7% 

6 公的相談機関 の周知度  31% 26% 15.9% 

 
■基本目標Ⅱ(第３次) 男女があらゆる分野に参画できる環境

の整備 

№  成果の指標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ３  

(2021) 

現状値  

7 地域社会にお ける男女の地 位の平等感  31% 31% 27.1% 

 
■基本目標Ⅲ(第３次) 男女が多様なライフスタイルを可能に

する環境の整備 

№  成果の指標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ３  

(2021) 

現状値  

8 仕事と家庭が 両立しやすい 環境度  37% 38% 35.3% 

 
■基本目標Ⅳ(第３次) 男女が健やかに安心して暮らせる生活 

環境の整備 

№  成果の指標  

Ｈ２３  

(2011) 

実績値  

Ｈ２８  

(2016) 

実績値  

Ｒ３  

(2021) 

現状値  

9 健康だと感じ ている人の割 合  69% 71% 67.4% 
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２．牛久市男女共同参画に関する市民意識調査結果につい

て 

 
(1)  男女共同参画社会や家庭での役割分担について 

○  社会や家庭での各場面における男女の地位の平等感に関して、

「平等」と回答した人の割合が最も高いのは「学校教育の場で」

の 57.9％でした。続いて、「市民活動やボランティア組織」が

49.7%、「法律や制度」が 36.1%でした。質問した９場面すべて

において、「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらか

といえば男性の方が優遇されている」を合わせた「男性優遇」

の割合が「女性優遇」の割合を上回りました。 

○  家庭内での夫婦の役割分担に関して、食事のしたく、洗濯、掃

除、日常の家計管理、といった日常的な家事は、「すべて私が

担当している」と回答した女性の割合が 40%を超える結果とな

りました。「家庭内での夫婦の役割分担について満足している

か」という質問については、「満足している」あるいは「どち

らかといえば満足している」と回答した男性が 78.3%（女性回

答 53%）であったのに対し、「不満である」あるいは「どちら

かといえば不満である」と回答した女性が 34.8%（男性回答

8.4%）となり、男女の回答に大きな差が見られました。  

 

 

 

【 調 査 概要 】  

・ 調 査 の対 象 ：  市 内 在 住の 満 18 歳 以 上 70 歳 未 満 の 市 民 3 ,000 人  

   （ 男性 1 ,5 00 人 ， 女 性 1 ,500 人 ）  

・ 標 本 の抽 出 ：  住 民 基 本台 帳 か ら の 無 作 為 抽 出  

・ 調 査 実施 期 間 ：  令 和 ３ 年９ 月 １ 日 か ら 令 和 ３ 年 ９ 月 30 日  

・ 有 効 回収 数 ：  有 効 回 収数 938 票   

   （ 男性 402 票 、 女 性 518 票 、 回 答 し な い 18 票 ）  

・ 有 効 回収 率 ：  有 効 回 収率 31 .3％  
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男 女 の 地位 の 平 等 感 （ 全 体 ） （ n=938）  

 

(2)  男女が働くことについて 

○  就業状況に関して、男性の有職者では「被雇用者（正規雇用）」

が 76.6%、女性の有職者では「同（正規雇用）」が 47.4%、  

「同（非正規雇用）」が 45.6%を占めました。 

○  職場での性差別に関する質問に関して、全体では職場での性差

別は「ない」と回答した割合が 60%以上を占めました。しかし、

「パワー・ハラスメントなど」を「ある」とする回答が 29.3%、

「育児・介護休業を取りにくい職場の雰囲気」を「ある」とす

る回答が 23.8%ありました。 

○  仕事とその他の生活（家庭生活や地域活動など）を両立させる

上での悩みや問題に関しては、男性は「仕事の負担が大きく体

力的、精神的に大変である」が 31.1%、次いで「自分自身の趣

味や生きがいを考えるゆとりがない」が 20.6%、女性は「家事

を十分やる時間がない」が 30.9%、次いで「自分自身の趣味や

生きがいを考えるゆとりがない」が 27.4%という結果が出まし

た。 
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○  収入と労働時間に関して、男性は、自身の収入のみで家計を占

めている人が 33.3%いた一方で、女性は 21%が無収入でした。

また、女性の収入が家計の半分以下である割合は 69.8%を占め

ています。収入と労働時間との考え方についての質問では、男

女ともに「収入が若干減っても、労働時間が短くなる方が良い」

の回答がもっとも多くありました（全体 26.4%、男性 25.6%、

女性 28%）。  

 

(3)  地域活動について 

○  地域活動への参加経験に関して、全体では「参加して、役員経

験がある」と回答した方の割合がもっとも多かった項目が、「Ｐ

ＴＡや保護者会などの活動」で 25.8%、次いで「子ども会など、

子ども関連の活動」で 20.9%、「行政区・自治会」で 19.6%で

した。全体として女性の方が地域活動への参加を経験した回答

者の割合が高く、特に「ＰＴＡや保護者会などの活動」や「子

ども会など、子ども関連の活動」では、参加して役員経験があ

ると回答した女性の割合が、それぞれ 41.1%、 33%ありました。 

 

(4)  日常生活について 

○  ゆとりに関して、「時間的なゆとりがない」と回答した割合は

全体の 38%ありました。「経済的なゆとりがない」は 45.3%、

「精神的なゆとりがない」は 41.9%ありました。 

○  ストレス状況に関して、ストレスやイライラを「しょっちゅう

感じる」あるいは「時々感じる」と回答した割合は全体の 79.6%

あり、女性の 25.5%は「しょっちゅう感じる」との回答でした。 

○  悩みに関して、日常生活で「かなり大きな不安、悩みがある」

人は全体で 15.6%ありました。「それほど深刻ではないが不安、

悩みがある」人 58.3%を加えると、全体の 73.9%が何らかの不

安や悩みを抱えていることがわかりました。悩みの内容は多岐

にわたっていますが、男女ともに「自分の仕事のこと」がもっ

とも多い（男性 60.4%、女性 44.3%）。女性は「子どものこと」

が２番目に多いほか、男性と比べて「夫婦関係」、「配偶者の

仕事」の悩みが多くありました。 

○  生活時間に関して、家事・育児・介護に費やす時間は、男性の

26.6%が「なし」でした。他方で、女性の 33.2%が「５時間以上」

との回答でした。女性の方が家事・育児・介護に実際に費やす

時間が圧倒的に多い現状が浮かび上がりました。仕事時間は、

男性の 77.9%及び女性の 49.6%が「7 時間以上」を費やしており、

女性は「なし」が 20.8%でした。余暇や趣味の時間は、全体の

10.2%が「なし」であり、もっとも多かったのが「１～３時間

未満」で 52.2%でした。地域活動やボランティアの時間は、「な

し」が 77.8%と多数を占めました。 

○  健康状態に関して、健康状態が「非常によい」あるいは「まあ

よい」と回答した割合が 67.4%、「少し具合が悪い」あるいは

「かなり悪い」と回答した割合が 32.3%でした。  
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(5)  男女間の暴力について 

○  被害経験に関して、過去５年間に配偶者や恋人などから何らか

の暴力を受けた経験がある方は全体の 17.4%ありました。その

内訳は、男性が 13.4%、女性が 20.1%と、男性よりも女性の割

合が多くありました。暴力のうち、特に精神的・心理的な暴力

の被害割合が高いことがわかりました（全体の 15.1%）。 

○  被害経験のある被害者のうち、被害経験を誰かに相談した人は、

全体の 32.5%でした。  

 

(6)  市の施策・行政のあり方について 

○  男女共同参画施策の認知度は総じて低く、どの施策も「知らな

い」が多数を占めました。「内容も含めて知っている」あるい

は「聞いた（見た）ことはある」の割合は２割程度でした。 

○  市に望む男女共同参画の施策に関しては、全体では、「学校に

おける男女平等教育の充実」「介護サービスの充実」「保育サ

ービスの充実」「女性の再就職や起業支援の充実」が、他の項

目を大きく上回って上位４位を占めました。また女性の回答で

は「女性特有の病気、健康問題に配慮した保健・医療サービス

の充実」が 16.8%ありました。  

 

このように、意識調査の結果あきらかになった育児・家事・介

護・地域活動といった性別や年齢によって異なる生活のあり方や

課題を、個人の選択の結果や意識の問題に収束せず、市民の暮ら

し全般の問題として大きな視野で読み取り、対処していかなくて

はなりません。 
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３．市内・準市内事業所の男女共同参画推進状況アンケー

ト調査結果について 

 
(1)  事業所について 

回答のあった全事業所のうち従業員数 10 人以下の事業所が全体

の約 60%を占めました。また、女性従業員の割合が全従業員数に占

める割合が２割未満である事業所は調査年により幅があり全体の

30～48％を占めました。 

 

(2)  男女の雇用と女性の登用状況について 

女性管理職（課長級以上）のいる事業所は全事業所の約 40％で

した。女性管理職のいる事業所における部長級以上の女性の割合

は調査年により幅があり、4～22.2％でした。 

 

(3)  育児･介護休業制度について 

育児休業制度の規定がある事業所の割合は 40～48％であり、い

ずれの年も過半数には達しませんでした。男性従業員の育児休業

取得率は調査年により幅があり、0～31.4%でした。介護休業制度

の規定がある事業所の割合は 38～44%であり、過半数には至りませ

んでした。 

 

(4)  仕事と家庭の「両立支援」について 

育児・介護を行う従業員の仕事と家庭の両立支援に取り組む事

業所割合は、35～ 40％と約４割でした。取組の内容は、短時間勤

務や時間外労働の免除または制限、子の看護休暇制度、始業終業

時刻の繰り上げ・繰下げなど多岐にわたっています。 

 

(5)  次世代育成支援対策推進法に基づく事業主行動計画の策定

について 

次世代育成支援対策推進法（平成 15 年 7 月制定）に基づく事業

主行動計画を策定した事業所の割合は 6～10％と約１割にとどま

りました。 

女性を積極的に活用する事業所の割合は 39～52%でした。取組内

容としては、女性の積極的登用、両立支援制度の整備、男女の固

定的な役割分担の見直し等が挙げられました。 

 

 

【 調 査 概要 】  

・ 調 査 の対 象 ：  入 札 資 格審 査 申 請 を し た 事 業 者 の う ち 、 牛 久 市 内 に  

本 社 を 置く 市 内 事 業 者 と 、 市 内 に 支 店 ・ 営 業 所 を 置 く  

準 市 内 事業 者  

・ 調 査 実施 期 間 ：  ５ 年 間 （平 成 29 年 度 ～ 令 和 ３ 年 度 ） （ 年 １ 回 実 施 ）  

・ 回 収 数：   141 事 業 所（ H29）、 91 事 業 所（ H30）、 131 事 業 所（ R1）、 

   84 事 業 所 （ R2） 、 121 事 業 所 （ R3）  
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(6)  職場でのセクシュアル・ハラスメントの防止について 

職場でのセクシュアル・ハラスメントの防止に対する取組を行

っている事業所は、調査年により 29～53％と幅があるものの、約

半数にとどまりました。取組例としては、就業規則への記載、相

談窓口の設置が挙げられましたが、安心して相談できる外部相談

窓口に関する周知・啓発を進めていく必要があります。 

 

４．課題と対応 

 
第３次基本計画・実施計画の取組状況や、市民意識調査結果、

事業所アンケート調査結果を踏まえ、本市における男女共同参画

に関する課題を整理します。 

 

(1)  ジェンダー平等に関する意識啓発の強化 

 市民意識調査では「政治の場」、「職場」、「家庭生活」、「社

会通念、慣習、しきたりなど」、そして「社会全体」で、男女平

等ではなく「男性優遇」であるという回答が過半数を超えており、

ジェンダー平等が実現されているとは言えません。また、「食事

のしたく」、「洗濯」、「掃除」といった日常的な家事は「すべ

て私が担当している」と回答した女性が 40%を超え、女性の負担が

大きいことが確認されました。このような男女の役割分担につい

ては、日常的な家事は「女性が行うもの」といった無意識の思い

込み（アンコンシャス・バイアス） *が一人ひとりに根深く存在し

ていることも、役割分担の平等化が進まない阻害要因として考え

られます。 

男女共同参画政策の認知度は２割程度と低く、どの施策・政策

も「知らない」が多数を占めており、認知度を高める関連情報発

信の取組が求められます。 

 一人ひとりがお互いの人権を尊重し、支えあいながら生き生き

と暮らしていけるジェンダー平等を実現していくために、あらゆ

る世代を対象に、根強い固定的性別役割分担意識やジェンダーギ

ャップ *の解消につながる意識啓発等の取組をさらに進める必要

があります。 

⇒ 第４次計画基本目標 I「男女共同参画社会の実現にむ

けた基盤の整備」にて対応  

 

(2)  職場、地域などあらゆる場面での個人の能力を発揮する機

会の推進 

 本市では審議会等の委員や市職員管理職等への女性の登用に数

値目標を定め取り組んでおり、改善はみられたものの、目標を達

成できていません。市民意識調査においても、「政治の場」、「職

場」、「行政区、自治会などの住民組織」といった各場面におい

ては「男性優遇」であると認識する市民は多く、その改善が求め

られています。 
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 事業所アンケート調査結果からは、仕事と家庭の両立支援や女

性の登用、ハラスメント防止などの取組が十分になされていると

はいえず、今後も引き続き事業所経営層の意識の啓発を行ってい

くとともに、行政と事業所の窓口をつなげ、連携して男女共同参

画を進めていく必要があります。 

 個人の能力を発揮するため、だれもが、自らの意思に基づき、

社会のあらゆる分野での活動に参画していくことは、男女共同参

画社会を形成するうえでの基盤となるものです。各場面、各組織

において、女性をはじめとする多様な方々の意見を得ることの重

要性を認識し、積極的に女性の参画を進める必要があります。 

⇒ 第４次計画基本目標Ⅱ「あらゆる分野における男女

共同参画の推進」にて対応  

 

(3)  家事・育児・介護などを担う方が安心して生活を営むため

の環境整備 

 持続可能で多様な働き方の実現のためには、家事や育児といっ

た家庭内のことを、男女が協力し合いながら取り組むことが不可

欠です。今後は育児と介護に同時に直面する家庭も増加すること

が予想される中で、仕事と生活のバランスを維持できずに離職を

選択せざるを得なくなったり、女性のみが過大な負担を強いられ

たりすることが懸念されます。 

意識調査においても、日常的な家事は「すべて私が担当してい

る」と回答した女性の割合が 40%を超え、女性に負担が集中してい

ることが確認されました。また、男性も女性も仕事とその他の生

活（家庭生活や地域活動など）と両立させるうえで、悩みを抱え

る方が多いことも確認されました。  

こうした状況を踏まえ、出産・育児・介護などを担う方が社会

で活躍できるよう、男女の家事分担の実践や介護のためのサービ

スの充実を図り、職場における育児・介護休業や休暇を取得しや

すくする環境整備などに向けた取組が必要です。 

⇒ 第４次計画基本目標Ⅲ「安全・安心な暮らしの実現」

にて対応  

 

また、第３次計画の取組状況や市民意識調査で確認された主な

諸課題と第４次計画での対応は次表のとおりです。 
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第 ３ 次 計画 よ り 確 認 さ れ た 主 な 課 題  第 ４ 次 計画 で の 対 応  

数 値 目 標 24 項 目の う ち 、 令和 3 年 度 末 現

在 で 、 未達 成 の 項 目 が 19 あ る 。  

行 政 が 事業 を 行 う 上 で 目 標 と す る 数 値 と

し て の 適否 を 検 討 し た う え で 、第 ４ 次 計 画

の 数 値 目標 に 定 め 進 捗 を 管 理 す る 。  

審 議 会 等に お け る 女 性 委 員 の 割 合 が 令 和 3

年 度 現 状値 28.5%で 、 目 標 値の 30%に 達 し

て い な い。  

主 な 取 組Ⅱ － １ － １ ）「 審 議 会、委 員 会 へ

の 女 性 の積 極 的 登 用 」 に 位 置 づ け  

市 の 女 性管 理 職 の 割 合（ 課 長 補 佐 以 上 ）が

令和 3 年度 現 状 値 22.3%で 、 目 標値 の 23%

に 達 し てい な い 。  

主 な 取 組Ⅱ － １ － ２ ）「 市 ・ 企 業・ 団 体 に

お け る 女性 の 参 画 推 進 」 に 位 置 づ け  

児 童 ク ラブ 待 機 児 童 数 が 令 和 3 年 度 現 状 値

20 人 で 、 目 標 値の 0 人 に 達 し て い な い 。  

主 な 取 組Ⅱ － ２ － １ ） 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・

バ ラ ン スの 実 現 」 に 位 置 づ け  

市 男 性 職員 の 育 児 休 業 取 得 者 数 が 令 和 3 年

度 現 状 値 0 人 で 、目 標 値 の 1 人 に 達 し て い

な い 。  

主 な 取 組Ⅲ － ２ － １ ）「 持 続 可 能 で 多 様 な

働 き 方 の実 現 」 に 位 置 づ け  

性 的 マ イノ リ テ ィ *か ら の 相 談 件 数 が 令 和

３ 年 度 実績 0 人 と 少 な い 。  

主 な 取 組Ⅲ － ２ － ３ ）「 多 様 性 を 認 め 合 う

ダ イ バ ーシ テ ィ 社 会 の 実 現 」 に 位 置 づ け  

生 後 4 か月 ま で の 乳 児 全 戸 訪 問 の 実 施 率 は

令和 3 年度 現 状 値 で 100%で あ る が 、継 続 し

て 対 応 して い く こ と が 求 め ら れ る 。  

主 な 取 組Ⅲ － ３ － １ ）「 妊 娠・ 出 産・ 育 児

に 関 す る健 康 支 援 」 に 位 置 づ け  

女 性 消 防団 員 数 が 令 和 3 年 度 現 状値 10 人

で 、 目 標値 の 15 人 に 達 し て い ない 。  

主 な 取 組Ⅲ － ４ － １ ）「 防 災 意 識 の 高 揚 と

地 域 防 災活 動 の 支 援 ・ 充 実 」 に 位 置 づ け  

  

市 民 意 識調 査 に よ り 確 認 さ れ た 主 な 課 題  第 ４ 次 基本 計 画 で の 対 応  

社 会 や 家 庭 で の 各 場 面 に お け る 男 女 の 地

位 の 平 等感 に 関 し て 、男 性 優 遇 の 割 合 が 女

性 優 遇 の割 合 を 上 回 っ て い る 。  

主 な 取 組Ⅰ － ２ － １ ）「 一 人 ひ と り の 人 権

が 尊 重 され る 社 会 づ く り 」 に 位 置 づ け  

職 場 で の性 差 別 に 関 し て 、「 育 児 ・介 護 休

業 を 取 得 し に く い 職 場 で の 雰 囲 気 」 が あ

る 、「 パ ワ ー・ハ ラ ス メ ン ト な ど 各 種 ハ ラ

ス メ ン ト」 が 発 生 し て い る  

主 な 取 組Ⅲ － １ － ２ ）「 さ ま ざ ま な ハ ラ ス

メ ン ト 等防 止 対 策 の 推 進 」 に 位 置 づ け  

全 体 の 73.9%が 何 ら か の 不 安 や 悩 み を 抱 え

て い る  

主 な 取 組Ⅲ － １ － ３ ）「 相 談・ 支 援 体 制 の

充 実 」 に位 置 づ け  

女 性 の 方 が 地 域 活 動 へ の 参 加 を 経 験 し た

回 答 者 の割 合 が 高 い 。  

主 な 取 組Ⅱ － ３ － １ ）「 男 女 が と も に 参 画

す る 地 域活 動 の 推 進 」 に 位 置 づ け  

収 入 と 労 働 時 間 に 関 し て 、 「 無 収 入 の 女

性 」 が 21%、 「 収 入 が 家 計 の 半 分 以 下 で あ

る 女 性 」が 69.8%で あ っ た 。  

主 な 取 組Ⅱ － ２ － ３ ）「 安 心 し て 就 労 で き

る 環 境 づく り 」 に 位 置 づ け  

健 康 状 態が「 少 し 具 合 が 悪 い 」あ る い は「 か

な り 悪 い 」と 回 答 し た 割 合が 32.3%あ っ た 。 

主 な 取 組Ⅲ － ３ － ２ ）「 健 康 保持・ 増 進 に

向 け て の支 援 」 に 位 置 づ け  

ド メ ス ティ ッ ク・バ イ オ レ ン ス（ 配 偶 者等

に 対 す る暴 力 (DV)）被 害 経 験 者の う ち 、被

害 経 験 を 誰 か に 相 談 し た 割 合 は 全 体 の

32.5%で あ っ た  

主 な 取 組Ⅲ － １ － １ ） 「 ド メ ス テ ィ ッ ク ・

バ イ オ レ ン ス （ 配 偶 者 等 に 対 す る 暴 力

(DV)） 防止 対 策 の 推 進 」 に 位 置 づ け  

市 に 望 む男 女 共 同 参 画 の 施 策 と し て「 学 校

に お け る男 女 平 等 教 育 の 充 実 」 が 31.6%あ

っ た 。  

主 な 取 組Ⅰ － ２ － ２ ）「 学 校 等 に お け る 男

女 共 同 参画 の 推 進 」 に 位 置 づ け  

市 に 望 む男 女 共 同 参 画 の 施 策 と し て「 介 護

サ ー ビ スの 充 実 」 が 27.9%あ っ た。  

主 な 取 組 Ⅲ － ２ － ２ ） 「 援 助 が 必 要 な 個

人 ・ 家 庭へ の 支 援 」 に 位 置 づ け  

市 に 望 む男 女 共 同 参 画 の 施 策 と し て「 保 育

サ ー ビ スの 充 実 」 が 26%あ っ た 。  

主 な 取 組Ⅲ － ２ － １ ）「 持 続 可 能 で 多 様 な

働 き 方 の実 現 」 に 位 置 づ け  
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事 業 所 アン ケ ー ト 調 査 に よ り  

確 認 さ れた 主 な 課 題  
第 ４ 次 基本 計 画 で の 対 応  

事 業 所 に お い て 部 長 級 以 上 の 女 性 管 理 職

の 割 合 が４ ～ 22.2%で あ っ た 。  

主 な 取 組Ⅱ － １ － ２ ）「 市 ・ 企 業・ 団 体 に

お け る 女性 の 参 画 促 進 」 に 位 置 づ け  

育 児 休 業 制 度 の 規 定 が あ る 事 業 所 の 割 合

が 40～ 48%で あ っ た 。  

主 な 取 組Ⅱ － ２ － １ ） 「 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・

バ ラ ン スの 実 現 」 に 位 置 づ け  

男 性 従 業 員 の 育 児 休 業 取 得 率 は ０ ～ 31.4%

で あ っ た。  

介 護 休 業 制 度 の 規 定 が あ る 事 業 所 の 割 合

が 38～ 44%で あ っ た 。  

育 児・介 護 を 行 う 従 業 員 の 仕 事 と 家 庭 の 両

立 支 援 に 取 り 組 む 事 業 所 割 合 は 、 35～ 40%

で あ っ た。  

次 世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 に 基 づ く 事 業

主 行 動 計 画 を 策 定 し た 事 業 所 の 割 合 は ６

～ 10%で あ っ た 。  主 な 取 組Ⅱ － ２ － ２ ）「 女 性 が 活 躍 で き る

働 き 方 の実 現 」 に 位 置 づ け  
女 性 を 積 極 的 に 活 用 す る 取 組 を 行 う 事 業

所 の 割 合は 39～ 52%で あ っ た 。  

職 場 で のセ ク シ ャ ル・ハ ラ ス メ ン ト の 防 止

に 対 す る 取 組 を 行 う 事 業 所 の 割 合 は 29～

53%で あ っ た 。  

主 な 取 組Ⅲ － １ － ２ ）「 さ ま ざ ま な ハ ラ ス

メ ン ト 等防 止 対 策 の 推 進 」 に 位 置 づ け  

 

これらの検討を踏まえ、第４次計画においては、３つの基本目

標、９つの施策の方向性、19 の主な取組、103 の具体的事業とし

ました。 

第３次計画の基本目標Ⅲ「男女が多様なライフスタイルを可能

にする環境の整備」は、「就労の分野」に特化したものでしたが、

第４次計画基本目標Ⅱ「あらゆる分野における男女共同参画の推

進」でいう「あらゆる分野」に「就労の分野」も包め、第３次の

基本目標Ⅱ及びⅢを第４次計画の基本目標Ⅱに統合しました。 

そのため、第４次計画の基本目標は３つとしています。また、

「具体的事業」は、終了した事業を排するとともに、「施策の方

向性」及び「主な取組」との整合性を根拠に精査し設定しました。 

なお、国の第５次男女共同参画基本計画、県の茨城県男女共同

参画基本計画（第４次）においても、基本目標を３つと定めてお

り、それらとの整合性のとれた計画としています。 

第３次計画と第４次計画の対応関係は次ページ図のとおりです。 

 

 

 

 

 



 

１８ 

 

◆基本計画の整理  
男女が互いの人権を尊重するための意識の
改革

男女があらゆる分野に参画できる環境の整備

男女が多様なライフスタイルを可能にする環
境の整備

男女が健やかに安心して暮らせる生活環境
の整備

３） 固定的な性別役割分担意識の解消

一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

生涯にわたる学びのすすめ

ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する暴力
(DV)）の防止対策の推進

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

Ⅰ－２－１）

１） 学校等における男女共同参画の推進

２） 家庭における男女共同参画の推進

３）

２） 情報に対する判断力・活用能力の向上の促進

生涯学習における男女共同参画の推進

１）
ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する暴力）
の防止対策の推進

２） セクシュアル・ハラスメント等防止対策の推進

３）

１） 男女平等に関する意識啓発

２）

施策の方向性
Ⅰ－２

１） 女性の政治参画意識の促進

主要課題2　男性、子どもにとっての男女共同参画の推進

Ⅰ－２－１）

Ⅰ－２－３）

Ⅲ－１－１）

Ⅲ－１－２） さまざまなハラスメント等防止対策の推進

Ⅲ－１－３） 相談・支援体制の充実

Ⅰ－２－１） 一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

教育・メディア等を通じた男女共同参画
に向けた理解の促進

主要課題2　男女共同参画を推進するための教育の充実

主要課題3　男女間におけるあらゆる暴力の根絶

主要課題4　メディア社会における男女共同参画の推進

主要課題1　政策・方針決定過程への女性参画の促進

１） 男女の人権を尊重した情報発信の推進

相談体制の充実

２）

１） 雇用の場における男女の機会均等の徹底

男女がともに参画する地域活動の推進

２） まちづくりの分野での男女共同参画の推進

３） 国際交流における男女共同参画の推進

２） 審議会、委員会への女性の積極的登用

３） 市・企業・団体における女性の参画促進

１） 男性にとっての男女共同参画の推進

２）

主要課題3　地域社会における男女共同参画の推進

主要課題1　あらゆる就労の場における男女共同参画の推進

５） 外国人が暮らしやすい環境づくり

２） 妊娠出産に関する健康支援

３） 健康保持・増進に向けての支援

施策の方向性
Ⅲ－３

生涯を通じた健康支援

１） 能力開発のための学習機会の充実

２） 起業・再就職に対する支援

１） 子育て支援体制の充実

２）

１） 男女の身体的特徴の理解と、性差に応じた健康支援

３） 援助が必要な家庭への支援

４） 高齢者・障がい者に対する支援

Ⅲ－３－２）

⇒

⇒

Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり

整理

Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり

Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり

介護者に対する支援体制の充実

出産・保育・介護支援体制の充実

子どもにとっての男女共同参画の推進

男女共同参画の視点に立った社会制度及び慣習の見直し

⇒

⇒

⇒

Ⅰ－２－２） 学校等における男女共同参画の推進

⇒

⇒

⇒

⇒

主要課題3　男女の生涯にわたる雇用・就業の支援

１）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

Ⅰ－２－１） 一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

Ⅲ－２－２） 援助が必要な個人・家庭への支援

Ⅲ－２－１） 持続可能で多様な働き方の実現

Ⅲ－２－２） 援助が必要な個人・家庭への支援

Ⅲ－３－２） 妊娠・出産・育児に関する健康支援

Ⅲ－３－２） 健康保持・増進に向けての支援

Ⅲ－２－３） 多様性を認め合うダイバーシティ社会の実現

施策の方向性
Ⅲ－２

雇用等における男女共同参画の推進と
仕事と生活の調和

Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり

Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり

Ⅱ－２－２） 女性が活躍できる働き方の実現

Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり

Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり

Ⅱ－１－２） 市・企業・団体における女性の参画促進

Ⅱ－１－１） 審議会、委員会への女性の積極的登用

第３次基本計画

Ⅱ－２－１） ワーク・ライフ・バランスの実現

Ⅲ－３－１） 妊娠・出産・育児に関する健康支援

Ⅱ－３－１）

主要課題2　男女の仕事と生活の調和（ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ）の推
進

男女がともに参画する地域活動の推進

Ⅱ－３－１）

Ⅱ－３－１）

男女がともに参画する地域活動の推進

男女がともに参画する地域活動の推進

Ⅱ－１－２）

２） 多様な就業形態における労働条件の向上

３） 商工業・農業など自営業労働者の労働条件の向上

１） 職場における両立支援の推進

第４次基本計画

Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり

施策の方向性
Ⅰ－１

主要課題2　誰もが安心して暮らせる環境の整備

■基本目標Ⅲ　　安全・安心な暮らしの実現

⇒

⇒

男女共同参画の視点に立った意識改
革の推進

主要課題1　男女共同参画の意識づくり

主要課題1　生涯を通じた男女の健康支援

健康保持・増進に向けての支援

市・企業・団体における女性の参画促進

Ⅰ－２－１）

Ⅰ－２－１）

一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

Ⅰ－２－２） 学校等における男女共同参画の推進

Ⅰ－２－３） 生涯にわたる学びのすすめ

Ⅰ－２－１） 一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

施策の方向性
Ⅰ－２

教育・メディア等を通じた男女共同参画
に向けた理解の促進

Ⅱ－２－１） ワーク・ライフ・バランスの実現

■基本目標Ⅱ　 あらゆる分野における男女共同参画の推進

Ⅱ－１－１） 審議会、委員会への女性の積極的登用

Ⅱ－１－２） 市・企業・団体における女性の参画促進

施策の方向性1
政策・方針決定過程への女性の参画
拡大

雇用等における男女共同参画の推進と
仕事と生活の調和

Ⅱ－２－２） 女性が活躍できる働き方の実現

Ⅱ－３－１） 男女がともに参画する地域活動の推進

施策の方向性
Ⅱ－３

地域における男女共同参画の推進

施策の方向性
Ⅲ－１

あらゆる暴力の根絶

施策の方向性
Ⅲ－２

雇用等における男女共同参画の推進と
仕事と生活の調和

Ⅲ－２－２） 援助が必要な個人・家庭への支援

Ⅲ－１－３） 相談・支援体制の充実

Ⅲ－２－１） 持続可能で多様な働き方の実現

Ⅲ－４－１） 防災意識の高揚と地域防災活動の支援・充実

施策の方向性
Ⅲ－３

生涯を通じた健康支援

施策の方向性
Ⅲ－４

防災における男女共同参画の推進

Ⅱ－２－３） 安心して就労できる環境づくり

Ⅲ－３－２） 健康保持・増進に向けての支援

Ⅲ－２－３） 多様性を認め合うダイバーシティ社会の実現

■基本目標Ⅲ　　安全・安心な暮らしの実現

Ⅲ－３－１）

施策の方向性
Ⅱ－２

Ⅲ－１－１）
ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する暴
力(DV)）の防止対策の推進

Ⅲ－１－２） さまざまなハラスメント等防止対策の推進

妊娠・出産・育児に関する健康支援

■基本目標Ⅳ

男女共同参画社会の実現に向けた基盤
の整備

■基本目標Ⅰ■基本目標Ⅰ ■基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基
盤の整備

■基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の
推進

■基本目標Ⅱ

■基本目標Ⅲ

施策の方向性
Ⅱ－２

雇用等における男女共同参画の推進と
仕事と生活の調和

施策の方向性
Ⅱ－３

地域における男女共同参画の推進

施策の方向性
Ⅱ－１

政策・方針決定過程への女性の参画拡
大

施策の方向性
Ⅰ－１

男女共同参画の視点に立った意識改革
の推進

 



 

１９ 

 

第２章 基本計画            

Ⅰ 計画を実現するための基本的方向性 

基本計画の体系図 

■基本目標Ⅰ　 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 ＜主な取組＞

男女共同参画の視点に立っ
た意識改革の推進

施策の方向性
Ⅰ－１

施策の方向性
Ⅰ－２

教育・メディア等を通じた男女
共同参画に向けた理解の促進

Ⅰ－２－１） 一人ひとりの人権が尊重される社会づくり

Ⅰ－２－２） 学校等における男女共同参画の推進

Ⅰ－２－３） 生涯にわたる学びのすすめ

防災における男女共同参画の
推進

Ⅲ－４－１） 防災意識の高揚と地域防災活動の支援・充実

Ⅰ－１－１） ジェンダー平等の意識づくり

■基本目標Ⅱ　 あらゆる分野における男女共同参画の推進

具
 

体
 

的
 

事
 

業
 

計
 

画

施策の方向性
Ⅲ－２

男女共同参画の視点に立った
生活上の困難に対する支援と
多様性を尊重する環境の整備

Ⅲ－２－１） 持続可能で多様な働き方の実現

Ⅲ－２－２） 援助が必要な個人・家庭への支援

Ⅲ－２－３） 多様性を認め合うダイバーシティ社会の実現

施策の方向性
Ⅲ－３

生涯を通じた健康支援
Ⅲ－３－１） 妊娠・出産・育児に関する健康支援

Ⅲ－３－２） 健康保持・増進に向けての支援

施策の方向性
Ⅲ－４

施策の方向性
Ⅱ－３

地域における男女共同参画の
推進

Ⅱ－３－１） 男女がともに参画する地域活動の推進

施策の方向性
Ⅲ－１

あらゆる暴力の根絶

Ⅲ－１－１）
ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する暴力
(DV))の防止対策の推進

■基本目標Ⅲ　　安全・安心な暮らしの実現

Ⅲ－１－２） さまざまなハラスメント等防止対策の推進

Ⅲ－１－３） 相談・支援体制の充実

Ⅱ－１－２） 市・企業・団体における女性の参画促進

施策の方向性
Ⅱ－２

雇用等における男女共同参
画の推進と仕事と生活の調
和

Ⅱ－２－１） ワーク・ライフ・バランスの実現

Ⅱ－２－２） 女性が活躍できる働き方の実現

Ⅱ－２－３）

施策の方向性
Ⅱ－１

政策・方針決定過程への女性
の参画拡大

Ⅱ－１－１） 審議会、委員会への女性の積極的登用

安心して就労できる環境づくり

 



 

２０ 

 

 

 

 

施策の方向性Ⅰ－１ 男女共同参画の視点に立った意識

改革の推進基盤の整備 

 

＜現状と課題＞ 

○  市民意識調査によると、様々な分野における男女の地位は、

「学校教育の場」では、男女ともに「平等である」と回答した

割合が高い一方で、「社会全体」、「家庭生活（家事・育児な

ど）」、「政治の場」では、「平等である」と回答した割合が

低くなっており、不平等感が強くなっています。 

○  女性の活躍を推進する上での諸課題について解決を図りなが

ら、女性が個性と能力を発揮し、あらゆる分野で活躍できる男

女共同参画社会の実現や、男女の多様な選択を可能にする育

児・介護の支援基盤の整備が求められています。 

○  国際協調として、世界共通の持続可能な開発目標である SDGs

の達成に向けた取組を進めます。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅰ－１－１）ジェンダー平等に向けた意識づくり 

○  SDGs 目標５では「ジェンダー平等の達成と全ての女性及び女児

のエンパワーメント」が定められています。あらゆる世代の誰

もが能力を発揮し、ジェンダー平等の社会を実現するための意

識を持てるよう、意識の改革に向けた各種講座・セミナー等の

充実を図ります。 

○  固定的な性別役割分担を前提とした仕組みや慣習が見直され、

ジェンダーギャップの解消に資する啓発活動の充実を図りま

す。 

基本目標Ⅰ  

男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 



 

２１ 

 

施策の方向性Ⅰ－２ 教育・メディア等を通じた男女 

共同参画に向けた理解の促進 
＜現状と課題＞ 

○  男女共同参画を推進する様々な取組が進められており、法制度

の整備も進んできましたが、依然として社会全体が変わるまで

に至っていない要因の一つとして、働き方・暮らし方の根底に、

長年にわたり人々の中に形成された固定的な性別役割分担意

識 *や性差に関する偏見・固定観念、無意識の思い込み（アンコ

ンシャス・バイアス）があることが挙げられます。 

○  子どもをはじめ様々な世代で固定的な性別役割分担意識等を

植え付けず、また、押し付けない取組、男女双方の意識を変え

ていく取組が重要です。 

○  年代に応じた多様な働き方、学び方、生き方の選択を可能にす

る教育・能力開発・学習機会の充実が求められています。 

○  各種メディアを通じて幅広い情報を提供・発信することによっ

て、より多くの市民に男女共同参画の理解を促進し、意識を高

めることが期待できます。 

○  ＳＮＳなどインターネット上の新たなコミュニケーションツ

ールの広がりに伴い、ＩＣＴメディアリテラシー（パソコン、

携帯電話などＩＣＴメディアの活用・操作能力のみならず、メ

ディアの特性を理解する能力、メディアにおける送り手の意図

を読み解く能力、メディアを通じたコミュニケーション能力ま

でを含む考え方）を向上させるための教育が必要です。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅰ－２－１）一人ひとりの人権が尊重される社会づくり 

○  あらゆる世代を対象に、男女共同参画社会を実現するため、理

解促進や固定的な性別役割分担意識の解消に向けた意識啓発

を図ります。 

○  多様性を認め合うダイバーシティ社会に向けて、各分野におけ

る性別、年齢、性的指向や性同一、国籍などの多様性を受け入

れ、認め合うための共同参画の取組を推進します。 

○  人権教育を学校教育、社会教育の両面から推進します。 

 

Ⅰ－２－２）学校等における男女共同参画の推進 

○  「学びの共同体」 *による学校づくり、「協同的な学び」によ

る授業づくりを通し、男女の垣根のない、他者をリスペクトす

る人間関係作りを育みます。 



 

２２ 

 

○  市職員や地域の方々など、様々な人々と協働しながら、地域や

郷土の課題の解決に取り組む学習を通して、自己の生き方を見

つめ直すなど、予測困難な未来を生き抜く児童生徒を育てる総

合的な学習の時間の充実を図ります。 

○  不安や悩みを抱える児童生徒を支援するため、学校における相

談の充実を図ります。 

 

Ⅰ－２－３）生涯にわたる学びのすすめ 

○  男女がともに積極的に社会へ参画するための学習の機会とし

て、市職員が行う出前講座や、生涯学習に携わる団体等と連携

した各種講座の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

２３ 

 

 

 

 

施策の方向性Ⅱ－１ 政策・方針決定過程への女性の参

画拡大 
＜現状と課題＞ 

○  政策・方針決定過程への女性参画の推進は、他の分野での活動

を支える基本となる重要なものであり、男女共同参画社会基本

法の基本理念のひとつです。 

○  牛久市第３次男女共同参画基本計画策定後、働き方改革を推進

するための関係法律の整備に関する法律（平成 30 年）、政治分

野における男女共同参画の推進に関する法律（平成 30 年）、女

性の職業生活における活躍の推進に関する法律の一部改正（令

和元年）など、女性活躍を推進するための法制度の整備が進み

ました。 

○  しかしながら、国際的に見てみると、SDGs（持続可能な開発目

標）のすべての目標の実現に必要なジェンダー平等の実現やジ

ェンダー視点の主流化に沿った取組が各国で加速される中、日

本の女性の参画は低い水準に留まっており、世界経済フォーラ

ム(ＷＥＦ)の 2022 年版「ジェンダーギャップ指数」では、日本

は調査対象国 146 か国中 116 位でした。我が国における女性の

政策・方針決定過程への女性参画は、他の先進諸国と比較して

大幅に遅れていることから、他の自治体の平均を上回った分野

でも、一層女性の参画を推進するよう努めていく必要がありま

す。 

○  当市の現状をみると、審議会等の委員数に占める女性比率は

28.5％、牛久市議会議員数に占める女性議員の比率は 40.0％、

市の一般行政管理職職員に占める女性管理職の比率は 22.3%

（いずれも令和３年４月現在）、令和４年度指名登録業者（市

内・準市内）における女性管理職（課長級以上）の比率は 7.0%

となっている等、女性管理職の比率が 30％に達していない項目

もあり、継続して積極的に取り組む課題といえます。 

○  女性の活躍を推進する上での諸課題について解決を図りながら、

女性が個性と能力を発揮し、あらゆる分野で活躍できる男女共

同参画社会の実現が求められています。 

 

 

基本目標Ⅱ  

あらゆる分野における男女共同参画の推進 



 

２４ 

 

 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－１－１）審議会、委員会への女性の積極的登用 

○  女性の人材情報を収集し、政策・方針決定過程への参画を促進

していきます。 

○  審議会や委員会の委員の選出にあたっては、女性の積極的な登

用を図ります。 

○  市議会についての関心を高めるため、市議会の活動についての

広報活動を充実します。 

 

Ⅱ－１－２）市・企業・団体における女性の参画促進 

○  民間の企業や団体でも方針決定過程への女性参画が促進され

るよう、情報の提供や啓発活動を行います。 

○  市役所においても、公務員法制上の平等取扱の原則や性別にか

かわらない公正な人事評価に基づき、能力と実績に応じた適材

適所の人事配置の原則に留意しつつ、女性の登用拡大を図りま

す。 

○  牛久市男女共同参画ネットワーク組織の充実を図り、女性人材

や女性リーダーの育成に取り組むとともに、企業における政

策・方針決定過程への女性の参画を働きかけます。 

 

 

施策の方向性Ⅱ－２ 雇用等における男女共同参画の推

進と仕事と生活の調和 

＜現状と課題＞ 

○  「男女雇用機会均等法」 *では、募集・採用、配置・昇進、教育

訓練等に係る男女の差別の禁止を定めており、誰もがやりがい

や充実感を感じながら働き、健康で豊かな生活ができるよう、

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）のとれた社

会の実現が求められています。 

○  市民意識調査によると、13.3％の人が、募集や採用時において

の男女差別があると答えています。また、17.2％の人が賃金・

昇格などにおける男女格差を感じており、14.6％の人が男女で

職務内容を固定的に分けると答えています。女性がその能力を

最大限に発揮できる環境とは、言えない状況です。 

○  また、育児中の方は、家事・育児の負担が大きく、仕事との両

立に困難を抱えています。雇用のあらゆる面で男女平等が確保



 

２５ 

 

され、働くことを希望する全ての人がその能力を十分に発揮す

ることができるように事業所への働きかけや、家事・育児に関

する負担の軽減に向けた取組が必要です。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－２－１）ワーク・ライフ・バランスの実現 

○  市内事業所等における育児・介護休業制度の導入及び取得状況

等の情報を収集するとともに、育児・介護休業制度の周知と導

入の促進を図ります。 

○  市内事業所等の働き方改革の促進に資するよう、多様な働き方

が可能な労働環境の整備と労働生産性の向上に関する事業所

等の取組を把握し、市ホームページ等を通じて発信します。 

○  行政において、育児休業、介護休業等が取得しやすい環境づく

りを推進します。 

 

Ⅱ－２－２）女性が活躍できる働き方の実現 

○  男女雇用機会均等法に関する情報提供及び発信を行います。 

○  積極的改善措置（ポジティブ・アクション：男女間の格差改善）

の促進に関する啓発活動を行います。 

○  職業生活における女性の活躍を推進するため、事業所等の経営

層の意識改革を促進するために、関連情報を提供します。 

 

Ⅱ－２－３）安心して就労できる環境づくり 

○  女性や若年者を含む求職者の正規雇用化を推進するため、県と

連携し、就職相談、職業適性診断、カウンセリング、職業紹介

までの一貫した支援に関する情報を提供します。 

○  商工業・農業など自営業の方の労働条件の向上を図ります。 

○  セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントをはじめ

としたさまざまなハラスメントを防止するため、理解促進や固

定的な性別役割分担意識の解消に向けた意識啓発を図り、男女

が互いに人権を尊重し、共に責任を担うことができる男女共同

参画社会の実現に取り組みます。 
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施策の方向性Ⅱ－３ 地域における男女共同参画の推進 

＜現状と課題＞ 

○  福祉、教育、環境、防災、産業振興などの様々な地域課題に対

応するため、行政をはじめ、市民・事業者・団体が様々な取組

を行っています。地域に住む人々の課題をよりよい形で解決し、

地域における男女共同参画を一層推進するためには、これまで

のような男女共同参画の理念の普及や社会参画を促進するた

めの知識習得・意識啓発を更に進めていく必要があります。 

○  地域における様々な課題を男女共同参画の視点に立って解決

していくため、組織の運営や活動の進め方など方針決定への女

性の参画を促進するとともに、地域の実情に合わせた、よりき

め細やかな問題解決をするための基盤づくりを進めます。 

○  また、将来にわたって活力のある社会を維持していくためには、

一人ひとりが夢や希望をもち、潤いのある豊かな生活を安心し

て営むことができる地域社会の形成、地域社会を担う個性豊か

で多様な人材の確保、地域における魅力ある多様な就業の機会

の創出を一体的に進めることが重要です。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－３－１）男女がともに参画する地域活動の推進 

○  地域での交流や、自治活動、ボランティア活動、生涯学習活動、

元気農園、地域安全、環境保護活動、地域おこし、観光、まち

づくり等への支援・情報提供を行い、男女がともに活動する地

域活動を促進します。 

○  市実施事業における託児制度の導入を促進します。 
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施策の方向性Ⅲ－１ あらゆる暴力の根絶 

＜現状と課題＞ 

○  殴る蹴るなどの身体的な苦痛や、暴言や監視・無視などの精神

的な苦痛など、男女間のあらゆる暴力は、犯罪となる行為をも

含む重大な人権侵害です。市民意識調査によると、配偶者・パ

ートナー・恋人から暴力を受けた経験については、「ある」が

17.4％となっています。暴力の内容については、「精神的・心

理的暴力」が 15.1％と最も高く、次いで「身体的暴力」が 5.8％、

「経済的暴力」が 3.5％となっています。配偶者や恋人から暴

力を受けた経験が「ある」と回答した割合は、女性（20.1％）

が男性（13.4％）より高くなっており、暴力を受けた経験が「あ

る」と回答した方の 61.3%が、誰とも相談しなかったとの結果

が出ています。 

○  性犯罪・性暴力、ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に

対する暴力(DV)）、ストーカー行為、職場等におけるハラスメ

ント防止の徹底、暴力が発生した際の的確な対応、そして相談

体制の充実が必要です。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－１－１）ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する

暴力(DV)）の防止対策の推進 

○  ストーカー・DV 事案、性犯罪を未然に防ぐための啓発活動や講

座等の開催をすすめます。 

 

Ⅲ－１－２）さまざまなハラスメント等防止対策の推進 

○  ストーカー・DV 事案、性犯罪等に迅速かつ的確に対処するとと

もに、犯罪被害者やその家族等への支援を適切に行うため、被

害者等が相談しやすい環境の整備を行います。 

○  セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントをはじめ

とした各種ハラスメント *を防止するため、固定的な性別役割分

担意識の解消など、男女が互いに人権を尊重し、暴力を容認し

ない社会環境づくりに向けた意識啓発を図ります。 

 

Ⅲ－１－３）相談・支援体制の充実 

○  市庁内関係課、県、警察等関係機関との連携を促進し、被害者

支援の充実を図ります。 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 
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施策の方向性Ⅲ－２ 男女共同参画の視点に立った生活

上の困難に対する支援と多様性を

尊重する環境の整備 

＜現状と課題＞ 

○  経済社会における男女が置かれた状況の違いを背景として、女

性は貧困等生活上の困難に陥りやすくなっています。特に、新

型コロナウイルス感染症の拡大は、女性など社会的に弱い立場

にある者に、より深刻な影響をもたらしています。 

○  貧困等生活上の困難を解消し、その影響を断ち切るためには、

子どもの貧困対策のみならず、個人の様々な生き方に沿った切

れ目のない支援が必要です。 

○  いじめや人権侵害など様々な問題の発生を防ぐため、一人ひと

りが人権を尊重し、多様性を認め合い、誰もが個性と能力を発

揮できる社会づくりが求められています。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－２－１）持続可能で多様な働き方の実現 

○  保育や在宅福祉等の充実を図ることで、出産・育児・介護など

を担う方が社会で活躍できる労働環境づくりを促進します。 

 

Ⅲ－２－２）援助が必要な個人・家庭への支援 

○  子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることのないよ

う「教育支援」、「生活支援」、「就労支援」及び「経済的支

援」に重点的に取り組み、子どもの貧困対策を推進します。 

○  生活困窮世帯の子どもに対して、学び直しの機会の提供や学習

習慣などを身につけさせる学習支援事業の実施を促進すると

ともに、支援内容の充実を図ります。 

○  ひとり親家庭を対象として、養育費相談等家庭状況に応じた支

援情報を提供します。 

 

 

Ⅲ－２－３）多様性を認め合うダイバーシティ社会の実現 

○  多様性を認め合うダイバーシティ社会に向けて、各分野におけ

る性別、人種、年齢、性格、学歴、価値観、マイノリティなど

の多様性を受け入れ、認め合うための共同参画の取組を推進し

ます。 
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施策の方向性Ⅲ－３ 生涯を通じた健康支援 

＜現状と課題＞ 

○  男女が互いの身体的性差を十分に理解し合い、人権を尊重しつ

つ、相手に対する思いやりを持って生きていくことは、男女共

同参画社会の形成に当たっての大前提となります。 

○  心身及びその健康について、主体的に行動し、正確な知識・情

報を入手することは、健康的な生活を送るために必要です。特

に、女性の心身の状態は、思春期、妊娠・出産期、更年期、老

年期といった、年代ごとに大きく変化するという特性があり、

「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康

と権利）」の視点が重要です。 

○  また、成育医療の観点から、学童・思春期からの健康（月経な

ど体のしくみや、月経困難症とその対応など月経に関する正し

い知識を含む。）教育を充実させるとともに、全ての女性やカ

ップルが自分たちの生活や健康に向き合えるような支援や、不

妊治療と仕事の両立支援も必要です。 

○  健康寿命と平均寿命の差は男性に比べて女性の方が大きくな

っています。人生百年時代を見据えて、一人ひとりのヘルスリ

テラシー（健康について最低限知っておくべき知識）を向上さ

せるなどの支援が必要となっています。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－３－１）妊娠・出産・育児に関する健康支援 

○  妊娠期から子育て期にわたるまで切れ目ない支援を行う子育

て世代包括支援センター「すまいる」の設置、産後ケア事業、

生後４か月までの乳児全戸訪問の実施など、安心して子どもを

産み育てることのできる相談体制を整備します。 

○  医療機関等の役割分担や広域的な連携強化などにより、総合的

な小児・周産期医療体制の充実を図ります。 

○  不妊に悩む夫婦への支援のため、高額になる特定不妊治療に要

する費用の一部を助成することにより、経済的負担の軽減を図

るとともに、仕事と不妊治療の両立について職場での理解を深

め、従業員が働きやすい環境を整える企業の取組を促進します。 

○  仕事と育児を両立するための基盤づくりとなる、放課後児童ク

ラブの整備を推進するとともに、放課後児童支援員の確保や質

の向上を図ります。 

○  地域の子育て支援の充実を図るため、親子の交流や育児不安等
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についての相談、支援等を行う子育て支援拠点づくりなど、安

心して子育てできる環境づくりを進めます。 

 

Ⅲ－３－２）健康保持・増進に向けての支援 

○  乳がん、子宮がんなどのがん検診の普及啓発を進めるとともに

患者・家族への支援の充実を図るなど、総合的ながん対策を推

進します。 

○  生活習慣病を予防するため、健康体操の取組による普及啓発や、

循環器疾患や糖尿病重症化予防など疾病対策を推進します。 

 

施策の方向性Ⅲ－４ 防災における男女共同参画の推進 

＜現状と課題＞ 

○  平常時からあらゆる施策の中に、男女共同参画の視点を含める

ことが肝要であるとともに、非常時において、増大する家事・

育児・介護等が女性に集中したり、DV や性被害・性暴力が生じ

たり、といった困難が深刻化しないような配慮が求められてい

ます。 

 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－４－１）防災意識の高揚と地域防災活動の支援・充実 

○  地域の防災リーダーを担う防災士の育成、自主防災組織の充実

や学校防災の向上等による自発的な地域防災を支援するとと

もに、避難所における性別などによるニーズの違いを踏まえた

防災対策の取組を促進します。 

○  地域防災体制の中核を担う消防団の充実強化を図るため、消防

団員確保等のためのＰＲや支援を行います。 
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Ⅱ 推進体制と進行管理 

１．市の推進体制の充実 

①  男女共同参画社会の実現に向けた各施策の推進にあたっては、

所管するそれぞれの部署が連携し、総合的かつ効率的に進めて

いくことが必要です。このため、「牛久市男女共同参画推進会

議」や下部組織である「牛久市男女共同参画推進会議ワーキン

グチーム」を充実することにより、市役所全体としての取組を

推進します。 

②  市のあらゆる施策に男女共同参画の視点を導入し、施策を推進

するための調査審議機関として、牛久市男女共同参画審議会を

運営し、実施計画の進捗状況の確認などを実施します。 

③  男女共同参画を効果的に推進していくため、他自治体、事業

者・団体などの取組についての情報を収集して市民に提供する

とともに、市民の意識や実態を把握するための調査を定期的に

実施します。  

２．連携の強化 

①  男女共同参画社会の実現のためには、行政による各施策の計画

的推進とともに、市民一人ひとりの意識の変革や自主的な行動

が必要です。市民・団体・企業など多様な主体と行政とのパー

トナーシップにより各施策を推進します。 

②  男女共同参画社会の実現に向けて、県や近隣市町村・関係機関

等との連携と協力体制の強化を図ります。  

３．進行管理等 

①  計画に基づく男女共同参画施策の実施状況や、男女共同参画に

関連の深い統計調査の数値を指標として活用し、男女共同参画

の推進状況を把握するとともに、牛久市男女共同参画審議会へ

の報告等を通じ、適切に進行管理を行います。 

②  男女共同参画の推進に資するため、実施計画の進捗状況を取り

まとめた年次報告書を作成し、公表します。  
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第３章 実施計画            

Ⅰ 計画の概要  

１．計画策定の趣旨  

牛久市男女共同参画推進基本計画（第４次）（令和５年３月策定）は、男女

共同参画社会の実現を目指し、「人権の尊重と男女平等」「男女の自立とパー

トナーシップ」「まちづくりへの男女共同参画」を基本理念として、それらを

実現するために、基本計画の中で、 

 
Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 

Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 

 

の３つの基本目標を掲げ、市・市民・事業者が一体となって取り組むべき施策

の基本的方向性を示しました。 

 この実施計画は、基本計画の基本目標、施策の方向性、主な取組を具体化し、

今後の効果的な取組を行うことを目的としています。 

 

２．計画の期間  

 

令和５年度（2023 年度）から令和９年度（2027 年度） 

 

３．計画の進行管理  

毎年度、この実施計画に登載された数値目標の達成や具体的事業の実現に向

けた手段や実施状況を明記した実施状況報告書を作成し、「牛久市男女共同参

画審議会」に意見を求めます。さらに、実施状況及び審議会の意見について「牛

久市男女共同参画推進会議」に報告し、進行管理を行います。 
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Ⅱ指標項目の設定  

１．数値目標  

男女共同参画の推進のため、数値目標を定めて当該目標達成に向

けて取り組むもの 

 

  基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 

№ 数値目標 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

Ｒ９ 

(2027) 

目標値 

担当 

1 男女共同参画に関する出前講座

実施数 

実績なし 年３回 市 民 活 動 課

男 女 共 同 参

画推進室 

2 管理職研修の出席率 83.0% 100% 市 民 活 動 課

男 女 共 同 参

画推進室 

3 両親学級（Happy マタニティ講

座）の夫（ﾊﾟｰﾄﾅｰ）の参加率 

71.9% 90% 健 康 づ く り

推進課 

 

  基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

№ 数値目標 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

Ｒ９ 

(2027) 

目標値 

担当 

4 審 議 会 等 に お け る 女 性 委 員 の

割合 

28.5% 30% 各課 

5 市の女性管理職の 割合 (課長補

佐以上） 

22.3% 24.5% 人事課 

6 女性農業士数 ３人 ３人 農業政策課 

7 市 男 性 職 員 の 育 児 休 業 取 得 者

数(該当者がいる場合) 

０人 １人 人事課 

8 ０歳児保育実施保育園数（分園

を含む） 

19 箇所 19 箇所 保育課 

9 障害児保育実施保育園数（療育

支援加算対象施設） 

４箇所 ４箇所 保育課 

10 児童クラブ待機児童数 20 人  ０人 教育企画課 

11 保 育 園 に お け る 男 性 保 育 士 数

(分園を含む） 

６園(９

人)/19 園  

14 園 (14

人)/20 園  

保育課 
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  基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 

№ 数値目標 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

Ｒ９ 

(2027) 

目標値 

担当 

12 生後４ヶ月までの乳児

全戸訪問の実施率 

100% 100% 健康づくり推

進課 

13 地域子育て支援拠点施

設（子育て広場および

地域子育て支援センタ

ー数） 

子育て広場６箇

所（出張広場含

む） 

子育て支援セン

ター14 箇所 

子育て広場６

箇所（出張広

場含む） 

子育て支援セ

ンター14 箇所 

こども家庭課 

保育課 

14 特定健診受診率 26.2% 35% 医療年金課、

健康づくり推

進課 

15 地域包括支援センター

設置数 

２箇所 ２箇所 高齢福祉課 

16 インフルエンザ予防接

種率 

未就学児 60.3% 

中３     42.4% 

高３   27.9% 

高齢者  56.6% 

未就学児 65% 

中３     50% 

高３   30% 

高齢者  60% 

健康づくり推

進課 

17 うしくかっぱつ体操普

及員数 

194 人  206 人  医療年金課 

18 一家にひとり地域ヘル

パー養成講座受講者数 

498 人  598 人  高 齢 福 祉 課

社会福祉協議会 

19 女性消防団員数 9 人  15 人  防災課 

20 牛久市防災士部会女性

防災士数 

10 人  15 人  防災課 
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２．参考項目  

男女共同参画推進の状況把握のため、数値を定めず当該状況に関

する数値の推移を確認するもの。 

 

  基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 

 

  基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画の推進 

№ 参考項目 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

担当 

2 投票管理者及び立会人（期日前・

当日）の女性の割合 

18.2% 総務課 

3 女性議員の割合 40.0% 庶務議事課 

4 女性農業委員の割合 15.4% 農業政策課 

5 小中義務教育学校の女性校長・副

校長・教頭の割合 

校長 23% 

副校長・教頭

37.5% 

学校教育課 

6 行政区の女性区長・副区長の割合 11.7% 市民活動課 

7 小中学校の女性 PTA 会長の割合 7.7% 市民活動課 

 

  基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 

№ 参考項目 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

担当 

8 男女のための悩みごと相談件数 28 件  市民活動課男女

共同参画推進室 

9 ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス

(DV)関連相談件数 

推進室延べ

１件 

こども家庭

課延べ 97 件  

市民活動課男女

共同参画推進室 

こども家庭課 

№ 参考項目 

Ｒ３ 

(2021) 

実績値 

担当 

1 社会全体でみた男女の地位が平等

であると感じている市民の割合 

18.2％  市民活動課男女

共同参画推進室 
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Ⅲ 計画を実現するための基本的方向性  

※ 具 体 的事 業 の 区 分 に つ い て は 、 以 下 の と お り で す 。  

 継 続 ・ ・・ 現 在 実 施 し て い る 事業 を 継 続 す る  

拡 充 ・ ・・ 現 在 実 施 し て い る 事 業 を 更 に 拡 充 す る  

新 規 ・ ・・ 第 ４ 次 計 画 期 間 （ 令 和 ５ 年 度 ～ ９ 年 度 ） に新 た に 実 施 す る  

 

 

 

施策の方向性Ⅰ－１ 男女共同参画の視点に立った意識改革の推進 

＜主な取組＞ 

Ⅰ－１－１）ジェンダー平等の意識づくり 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

1 

牛久市男女共同参画推進基本計画・実

施計画、牛久市男女共同参画推進条例

の周知 

継続 
市民活動課男女共同参

画推進室、広報政策課 

2 
男女共同参画に関する市職員研修の実

施 
継続 人事課 

3 
男女共同参画に関する市管理職研修の

実施 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室 

4 講演会・ワークショップ等の開催 新規 
市民活動課男女共同参

画推進室 

5 子ども議会の実施 継続 教育企画課 

6 
ボランティア体験講座や介護に関する

講座の実施 
継続 社会福祉協議会 

7 
家庭教育学級における子育て講演会の

開催 
継続 生涯学習課 

8 男性の家庭教育への参画促進 継続 生涯学習課 

 

 

 

 

 

基本目標Ⅰ  

男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 
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施策の方向性Ⅰ－２ 教育・メディア等を通じた男女共同参画

に向けた理解の促進 

＜主な取組＞ 

Ⅰ－２－１）一人ひとりの人権が尊重される社会づくり 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

9 
広報紙・情報紙等による男女共同参画

関連情報提供 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、広報政策課 

10 
男女共同参画啓発図書資料（SDGs 含む）

の充実 
継続 中央図書館 

11 
広報紙作成における男女共同参画の視

点の導入 
継続 広報政策課 

12 
ホームページ作成における男女共同参

画の視点の導入 
継続 

広報政策課 

各課 

13 
高齢者及び障がい者等の社会参画の促

進に関する情報の提供、啓発 
継続 

高齢福祉課 

社会福祉課 

 

Ⅰ－２－２）学校等における男女共同参画の推進 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

14 

「学びの共同体」による学校づくり、

「協同的な学び」による授業づくりの

推進 

新規 指導課 

15 
地域のヒト・モノ・コトを活用した総

合的な学習の時間の充実 
新規 指導課 

16 学校における相談体制の充実 新規 指導課 

 

Ⅰ－２－３）生涯にわたる学びのすすめ 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

17 出前講座の実施 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室 

18 
市民企画講座・いきいきライフ講座の

開催・初心者向け料理教室の開催 
継続 生涯学習課 
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施策の方向性Ⅱ－１ 政策・方針決定過程への女性の参画拡

大 

 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－１－１）審議会、委員会等への女性の積極的登用 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

19 
審議会、委員会等への女性委員の積極的

登用 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、各課 

20 
議会・政治参加の情報発信及び議会傍聴

の促進 
継続 庶務議事課 

Ⅱ－１－２）市・企業・団体における女性の参画促進  

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

21 
企業等への情報提供・意識啓発活動の実

施 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、商工観光課 

22 女性管理職の積極的登用 拡充 人事課 

23 男女共同参画ネットワーク組織の充実 拡充 
市民活動課男女共同参

画推進室 

 

施策の方向性Ⅱ－２  雇用等における男女共同参画の推進と 

仕事と生活の調和 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－２－１）ワーク・ライフ・バランスの実現 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

24 事業者への実態調査の実施 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室、商工観光課 

25 
育児・介護休業制度の周知と啓発

活動の実施 
拡充 

市民活動課男女共同参

画推進室、商工観光課 

26 
行政における育児・介護休暇の取

得の促進 
継続 人事課 

 

基本目標Ⅱ  

あらゆる分野における男女共同参画の推進 
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Ⅱ－２－２）女性が活躍できる働き方の実現 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

27 
男女雇用機会均等法及び同法に係

る情報提供・発信 
継続 商工観光課 

28 

積極的改善措置（ポジティブアク

ション：男女間の格差改善）*の促

進に関する意識啓発 

継続 
市民活動課男女共同参画

推進室 

29 
女性の経営参画のための講習会の

案内 
継続 商工観光課 

30 
農業農村男女共同参画推進事業地

域検討委員会の運営 
継続 農業政策課 

 

Ⅱ－２－３）安心して就労できる環境づくり 

事業

番号 
具体的事業 区分 担当 

31 農業ヘルパー制度の利用促進 継続 農業政策課 

32 
労働条件向上に向けての関係機関

との連携強化 
拡充 商工観光課 

33 
企業への労働条件向上に関する情

報提供と啓発活動の実施 
継続 商工観光課 

34 
労働関連法の広報・啓発活動の実

施 
継続 商工観光課 

35 事業者への実態調査の実施 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室、商工観光課 

36 
様々な世代に対する起業・就労に

関する情報提供・発信 
拡充 商工観光課 

37 

起業に関する相談及び様々な世代

に対する就労に関する相談窓口の

設置 

継続 

商工観光課（商工会）、

農業政策課、社会福祉

課、こども家庭課 
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施策の方向性Ⅱ－３ 地域における男女共同参画の推進 

＜主な取組＞ 

Ⅱ－３－１）男女がともに参画する地域活動の推進 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

38 地域活動への支援及び情報提供 継続 市民活動課 

39 ボランティア活動の参加促進 継続 
市民活動課 

社会福祉協議会 

40 市実施事業における託児制度の導入 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室 

41 元気農園事業の充実 継続 農業政策課 

42 
地域における生涯学習活動の支援及び

情報提供 
継続 生涯学習課 

43 
地域における安心・安全のまちづくり

の推進・啓発・情報の提供 
継続 地域安全課 

44 各小学校地区社会福祉協議会への支援 継続 社会福祉協議会 

45 
環境保護活動における男女共同参画の

促進 
継続 環境政策課 

46 
地域おこし、観光、まちづくりに関す

る人材育成 
継続 

商工観光課、農業政策

課 

47 
男女共同参画の視点を取り入れたまち

づくりの推進 
継続 都市計画課 

 



 

４１ 

 

 

 

施策の方向性Ⅲ－１ あらゆる暴力の根絶 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－１－１）ドメスティック・バイオレンス（配偶者等に対する

暴力(DV)）の防止対策の推進 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

48 DV 防止に関する啓発活動の実施 継続 
市民活動課男女共同参画

推進室 

49 
DV の未然防止のための講座・セミナー

の開催 
継続 

市民活動課男女共同参画

推進室 

 

Ⅲ－１－２）さまざまなハラスメント等防止対策の推進 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

50 
企業等に対するさまざまなハラスメン

ト防止の普及啓発 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、商工観光課 

51 
市職員のさまざまなハラスメント実態

調査の実施 
継続 人事課 

52 
市職員・教職員のさまざまなハラスメ

ント防止研修の実施 
継続 人事課、指導課 

 

Ⅲ－１－３）相談・支援体制の充実 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

53 女性保護に関する相談の充実 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室、こども家庭課 

54 男女のための悩みごと相談の実施 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室 

55 相談業務に携わる市職員研修の実施 継続 人事課、各課 

56 被害者支援施設との連携 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室、こども家庭課 

57 

市役所庁内・県配偶者暴力相談センタ

ー（女性相談センター）・警察等関係

機関と連携した DV・ストーカー・性犯

罪被害者支援の充実 

継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、こども家庭

課、関係各課 

基本目標Ⅲ 安全・安心な暮らしの実現 
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58 
性的マイノリティに対する相談体制の

充実 
継続 

社会福祉課、市民活動課

男女共同参画推進室 

59 男性に対する相談体制の周知 継続 
市民活動課男女共同参

画推進室 

再掲 

(16) 
学校における相談の充実 継続 指導課 

60 子ども家庭総合支援拠点の運営 新規 こども家庭課 

 

施策の方向性Ⅲ－２ 男女共同参画の視点に立った生活上の

困難に対する支援と多様性を尊重する

環境の整備 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－２－１）持続可能で多様な働き方の実現 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

61 保育サービスの充実 拡充 保育課 

62 
病児・病後児保育についての調査

研究 
継続 保育課 

63 障がい児の保育園利用支援 継続 保育課 

64 放課後児童クラブの充実 継続 教育企画課 

65 在宅福祉サービスの充実 継続 社会福祉協議会 

66 
ファミリーサポート事業の充実 

（病児・病後児預かりを含む） 
継続 社会福祉協議会 

67 

地域子育て支援拠点施設（子育て広場

および地域子育て支援センター）の整

備 

継続 こども家庭課、保育課 

 

Ⅲ－２－２）援助が必要な個人・家庭への支援 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

68 
医療福祉制度による医療費助成事業の

実施 
継続 医療年金課 

69 
障がい者及び家族からの相談体制の充

実 
拡充 社会福祉課 
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70 障がい者の居宅生活の支援 継続 社会福祉課 

71 在宅療養者への支援 継続 社会福祉課 

72 のぞみ園での発達支援の実施 拡充 
社会福祉課、社会福祉

協議会 

73 

児童扶養手当の支給、養育費に関する

こと等を含むひとり親支援についての

情報提供 

新規 こども家庭課 

74 就学援助費の支給 継続 学校教育課 

75 奨学金の支給 継続 教育企画課 

76 
生理の貧困（学校のトイレの個室に生

理用品の設置を実施） 
新規 学校教育課 

77 ひとり親世帯、生活困窮者への支援 継続 
社会福祉課、こども家

庭課 

78 バリアフリー化の施策推進 継続 
都市計画課、社会福祉

課、高齢福祉課 

79 成年後見サポートセンターの運営 継続 社会福祉協議会 

 

Ⅲ－２－３）多様性を認め合うダイバーシティ社会の実現 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

再掲 

(58) 

性的マイノリティに対する相談体制の

充実 
継続 

市民活動課男女共同参

画推進室、社会福祉課 

80 
いばらきパートナーシップ宣誓制度の

周知 
新規 

市民活動課男女共同参

画推進室 

81 外国人講師による国際理解活動の促進 新規 市民活動課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４４ 

 

施策の方向性Ⅲ－３ 生涯を通じた健康支援 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－３－１）妊娠・出産・育児に関する健康支援 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

82 
両親学級「Happy マタニティ講座」の開

催 
継続 健康づくり推進課 

83 

子育て相談の実施 

 ・家庭児童相談の実施 

 ・子育て電話相談の実施 

・乳幼児育児相談 

 ・巡回相談の実施 

 ・子育て世代包括支援センタ 

ーの設置 

継続 

こども家庭課、保育課 

健康づくり推進課、指

導課 

84 母性保護に関する広報活動の実施 継続 健康づくり推進課 

85 

母子保健サービスの充実 

・乳幼児健診、教室、相談、予防接種

の実施 

・妊産婦健康診査助成 

・不妊・不育症治療費助成 

・産後ケア事業の実施 

拡充 健康づくり推進課 

86 小児救急輪番制病院運営事業への支援 継続 健康づくり推進課 

87 
育児サークルの支援及び赤ちゃん交流

会の開催 
継続 健康づくり推進課 

88 母親クラブへの支援 継続 こども家庭課 

89 

牛久市子ども・子育て支援事業計画お

よび牛久市次世代育成支援行動計画の

進行管理の実施 

継続 こども家庭課 

90 子育てサロンの運営 継続 こども家庭課 

91 
育児不安を抱える母親のグループミー

ティングの実施 
継続 健康づくり推進課 

 

Ⅲ－３－２）健康保持・増進に向けての支援 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

92 地域包括支援センターの運営 継続 
高齢福祉課、社会福祉

協議会 

93 健康づくりに関する相談の実施 継続 健康づくり推進課 
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94 健康講座の実施 継続 健康づくり推進課 

95 
スポーツ分野における男女共同参画の

推進 
継続 スポーツ推進課 

96 禁煙に関する相談・教育・啓発の実施 継続 健康づくり推進課 

97 健康診査及びがん検診等の実施 継続 
医療年金課、健康づくり

推進課 

98 
メンタルヘルス事業の充実 

※男女に対する相談体制の確立 
継続 

社会福祉課、健康づくり

推進課、人事課 

市民活動課男女共同参画

推進室 

99 ヘルスロードの整備・充実 継続 健康づくり推進課 

100 シニアクラブへの助成 継続 高齢福祉課 

101 介護予防のための施策の推進 拡充 
医療年金課、スポーツ推

進課 

 

施策の方向性Ⅲ－４ 防災における男女共同参画の推進 

＜主な取組＞ 

Ⅲ－４－１）防災意識の高揚と地域防災活動の支援・充実 

事業 

番号 
具体的事業 区分 担当 

102 女性消防団員の登用 継続 防災課 

103 
防災の現場における男女共同参画の促

進 
継続 防災課 
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■ 牛 久 市男 女 共 同 参 画 推 進 条 例  

平 成 １ ５年 ３ 月 ２ ６ 日  

条 例 第 １号  

目 次  

前 文  

第 １ 章  総 則 （ 第 １ 条 ― 第 ６ 条 ）  

第 ２ 章  男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第７ 条 ― 第 １ ５ 条 ）  

第 ３ 章  性 別 に よ る 権 利 侵 害 の 禁 止 （ 第 １ ６ 条 ）   

第 ４ 章  男 女 共 同 参 画 審 議 会 （ 第 １ ７ 条 ― 第 ２ ２ 条 ）  

第 ５ 章  補 則 （ 第 ２ ３ 条 ）  

附 則  

 

日 本 国 憲法 は 、 す べ て の 人 は 法 の 下 に 平 等 で あ り 、 性別 に よ り 差 別 を し て は な ら

な い こ とを う た っ て い る 。我 が 国 に お い ては 、こ れ ま で 男 女 平 等 の 実 現 に 向 けた 様 々

な 取 組 が行 わ れ て き た が 、 今 な お 、 十 分 に 実 現 さ れ るに 至 っ て い な い 。  

牛 久 市 にお い て は 、 首 都 圏 近 郊 整 備 地 帯 の 指 定 を 受 けて 以 来 、 首 都 圏 の 衛 星 都 市

と し て 人口 及 び 世 帯 が 増 加 傾 向 に あ り 、 特 に 、 核 家 族の 割 合 が 高 い こ と が 特徴 と な

っ て い るこ と か ら 、 出 産 や 子 育 て を 機 に 働 き つ づ け るこ と を 断 念 す る 女 性 が多 く 、

依 然 と して 性 別 に よ る 固 定 的 な 役 割 分 担 意 識 や そ れ に基 づ く 社 会 慣 行 が 根 強く 残 っ

て お り 、自 ら の 選 択 に よ る 多 様 な 生 き 方 が 可 能 と な る社 会 の 達 成 に は 、 な お一 層 の

努 力 が 必要 で あ る 。  

こ こ に 、男 女 が 、 そ れ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 十 分 に 生 かし 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 と

し て 、 自ら の 意 思 に よ っ て 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お ける 活 動 に 参 画 で き る 男女 共 同

参 画 社 会の 実 現 を 目 指 し 、 牛 久 市 を 支 え る す べ て の 人々 が 一 体 と な っ て 男 女共 同 参

画 の 推 進に 取 り 組 む こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制 定 する 。  

 

第 １ 章  総 則  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 し 、 基本 理 念 を 定 め 、 牛 久 市（ 以 下

「 市 」 とい う 。 ） 、 市 民 及 び 事 業 者 の 責 務 を 明 ら か にす る と と も に 、 男 女 共同 参 画

の 推 進 に関 す る 施 策 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る こ とに よ り 、 男 女 共 同 参 画社 会 の

実 現 を 総合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る こ と を 目 的 と す る。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の意 義 は 、 当 該 各 号 に 定め る と

こ ろ に よる 。  

（ １ ）  男 女 共 同 参 画  男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員と し て 、 自 ら の 意 思 によ っ て

社 会 の あら ゆ る 分 野 に お け る 活 動 に 参 画 す る 機 会 が 確保 さ れ 、 も っ て 男 女 が均 等 に

政 治 的 、経 済 的 、 社 会 的 及 び 文 化 的 利 益 を 享 受 す る こと が で き 、 か つ 、 共 に責 任 を
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担 う こ とを い う 。  

（ ２ ）  積 極 的 改 善 措 置  前 号 に 規 定 す る 機 会 に 係 る男 女 間 の 格 差 を 改 善 する た め

必 要 な 範囲 内 に お い て 、 男 女 の い ず れ か 一 方 に 対 し 、当 該 機 会 を 積 極 的 に 提供 す る

こ と を いう 。  

（ ３ ）  セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト  性 的 な 言 動 によ り 個 人 の 生 活 環 境 を 害 す る

行 為 又 は性 的 な 言 動 を 受 け た 個 人 の 対 応 に よ り 、 当 該個 人 に 不 利 益 を 与 え る行 為 を

い う 。  

（ ４ ）  事 業 者  市 内 に お い て 事 業 を 行 う 個 人 及 び 法人 そ の 他 の 団 体 を い う。  

（ 基 本 理念 ）  

第 ３ 条  男 女 共 同 参 画 は 、 男 女 の 個 人 と し て の 尊 厳 が重 ん ぜ ら れ る こ と 、 男女 が 性

別 に よ る差 別 的 取 扱 い を 受 け な い こ と 、 男 女 が 個 人 とし て 能 力 を 発 揮 す る 機会 が 確

保 さ れ るこ と そ の 他 の 男 女 の 人 権 が 尊 重 さ れ る こ と を旨 と し て 、 推 進 さ れ なけ れ ば

な ら な い。  

２  男 女共 同 参 画 は 、 社 会 に お け る 制 度 又 は 慣 行 が 、 男 女 の 社 会 に お け る 活動 の 選

択 に 対 して 及 ぼ す 影 響 を で き る 限 り 中 立 な も の と す るよ う 配 慮 し 、 男 女 が 性別 に よ

る 固 定 的な 役 割 分 担 に と ら わ れ る こ と な く 多 様 な 生 き方 を 選 択 す る こ と が でき る こ

と を 旨 とし て 、 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

３  男 女共 同 参 画 は 、 男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 と し て 、 市 に お け る 政 策又 は 事

業 者 に おけ る 方 針 の 立 案 及 び 決 定 に 共 同 し て 参 画 す る機 会 が 確 保 さ れ る こ とを 旨 と

し て 、 推進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

４  男 女共 同 参 画 は 、 家 族 を 構 成 す る 男 女 が 、 相 互 の 協 力 と 社 会 の 支 援 の 下に 、 子

の 養 育 、家 族 の 介 護 そ の 他 の 家 庭 生 活 に お け る 活 動 につ い て 家 族 の 一 員 と して の 役

割 を 円 滑に 果 た し 、 か つ 、 当 該 活 動 以 外 の 活 動 を 行 うこ と が で き る よ う に する こ と

を 旨 と して 、 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

５  男 女共 同 参 画 の 推 進 が 国 際 社 会 に お け る 取 組 と 密 接 な 関 係 を 有 し て い るこ と 及

び 地 域 にお け る 国 際 化 の 進 展 に か ん が み 、 男 女 共 同 参画 は 、 国 際 的 協 調 の 下に 推 進

さ れ な けれ ば な ら な い 。  

（ 市 の 責務 ）  

第 ４ 条  市 は 、 前 条 に 掲 げ る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理念 」 と い う 。 ） に の っと り 、

男 女 共 同参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 （ 積 極 的 改 善 措 置 を含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を総 合 的

に 策 定 し、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

２  市 は、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 に つ い て 、 市 民 、 事 業 者 、 国 及び 他 の

地 方 公 共団 体 と 相 互 に 連 携 し て 取 り 組 む よ う 努 め る もの と す る 。  

（ 市 民 の責 務 ）  

第 ５ 条  市 民 は 、 職 域 、 学 校 、 地 域 、 家 庭 そ の 他 の 社会 の あ ら ゆ る 分 野 （ 以下 「 職

域 等 」 とい う 。 ） に お い て 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 男女 共 同 参 画 の 推 進 に 努め な け

れ ば な らな い 。  

２  市 民は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 市 が 行 う 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施策 に 積
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極 的 に 協力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 事 業 者の 責 務 ）  

第 ６ 条  事 業 者 は 、 そ の 事 業 活 動 を 行 う に 当 た っ て は、 基 本 理 念 に の っ と り、 男 女

共 同 参 画の 推 進 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 市 が 実 施 す る 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関す る 施

策 に 積 極的 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

第 ２ 章  男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策  

（ 基 本 計画 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 の総 合 的 か つ 計 画 的 な 推進 を 図

る た め 、男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （以 下 「 基 本 計 画 」 と いう 。 ）

を 策 定 する も の と す る 。  

２  基 本計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 策 定 す る も の と す る 。  

（ １ ）  総 合 的 か つ 長 期 的 に 講 ず べ き 男 女 共 同 参 画 の推 進 に 関 す る 施 策 の 大綱  

（ ２ ）  前 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 男 女 共 同 参 画 の 推進 に 関 す る 施 策 を 総 合的 か つ

計 画 的 に推 進 す る た め に 必 要 な 事 項  

３  市 長は 、 基 本 計 画 を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 市 民 及 び 事 業 者 の 意 見 を 反映 す る

こ と が でき る よ う 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い。  

４  市 長は 、 基 本 計 画 を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 牛 久 市 男 女 共 同 参 画 審 議 会に 諮 問

し な け れば な ら な い 。  

５  市 長は 、 基 本 計 画 を 策 定 し た と き は 、 速 や か に こ れ を 公 表 す る も の と する 。  

６  前 ３項 の 規 定 は 、 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 施 策 の策 定 等 に 当 た っ て の 配 慮 ）  

第 ８ 条  市 は 、 男 女 共 同 参 画 に 影 響 を 及 ぼ す と 認 め られ る 施 策 を 策 定 し 、 及び 実 施

す る に 当た っ て は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 配 慮 し な けれ ば な ら な い 。  

（ 調 査 研究 ）  

第 ９ 条  市 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 策定 及 び 実 施 に 必 要 な 情報 の 収

集 、 分 析及 び 調 査 研 究 を 行 う も の と す る 。  

（ 市 民 等の 理 解 を 深 め る た め の 措 置 ）  

第 １ ０ 条  市 は 、 市 民 及 び 事 業 者 の 男 女 共 同 参 画 の 推進 に つ い て の 関 心 と 理解 を 深

め る た め、 必 要 な 啓 発 活 動 及 び 広 報 活 動 を 行 う と と もに 、 男 女 共 同 参 画 の 推進 に 関

す る 教 育及 び 学 習 の 充 実 に 努 め る も の と す る 。  

（ 市 民 等に 対 す る 支 援 ）  

第 １ １ 条  市 は 、 市 民 又 は 事 業 者 が 行 う 男 女 共 同 参 画の 推 進 に 関 す る 活 動 を支 援 す

る た め 、当 該 活 動 に 必 要 な 情 報 の 提 供 そ の 他 必 要 な 措置 を 講 ず る よ う 努 め るも の と

す る 。  

（ 苦 情 等の 処 理 ）  

第 １ ２ 条  市 民 又 は 市 内 に 通 勤 若 し く は 通 学 す る 者 は、 男 女 共 同 参 画 の 推 進に 関 す
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る 施 策 若し く は 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 影 響 を 及 ぼ す と認 め ら れ る 施 策 に つ いて の 苦

情 又 は 相談 そ の 他 の 意 見 （ 以 下 「 苦 情 等 」 と い う 。 ）を 市 長 に 申 し 出 る こ とが で き

る 。  

２  市 長は 、 前 項 に 規 定 す る 苦 情 等 の 申 出 に つ い て 、 関 係 機 関 と の 連 携 を 図る 等 適

切 か つ 迅速 な 処 理 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 推 進 体制 の 整 備 ）  

第 １ ３ 条  市 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 を 図 る た め に 必要 な 推 進 体 制 の 整 備 に努 め る

も の と する 。  

（ 附 属 機関 等 に お け る 積 極 的 改 善 措 置 ）  

第 １ ４ 条  市 は 、 附 属 機 関 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ３８ 条 の

４ 第 ３ 項の 規 定 に 基 づ く 附 属 機 関 を い う 。 ） そ の 他 これ に 準 ず る も の に お ける 委 員

の 任 命 又は 委 嘱 に 当 た っ て は 、 積 極 的 改 善 措 置 を 講 ずる よ う 努 め る も の と する 。  

（ 男 女 共同 参 画 の 状 況 の 公 表 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は 、 毎 年 、 市 が 講 じ た 男 女 共 同 参 画 の推 進 に 関 す る 施 策 の 実施 状 況

に つ い て、 公 表 す る も の と す る 。  

 

第 ３ 章  性 別 に よ る 権 利 侵 害 の 禁 止  

（ 性 別 によ る 権 利 侵 害 の 禁 止 ）  

第 １ ６ 条  何 人 も 、 職 域 等 に お い て 、 性 別 を 理 由 と する 差 別 的 な 取 扱 い 、 及び 人 権

の 侵 害 を行 っ て は な ら な い 。  

２  何 人も 、 職 域 等 に お い て 、 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な らな い 。  

３  何 人も 、 そ の 配 偶 者 等 に 対 し 、 身 体 的 又 は 精 神 的 な 苦 痛 を 与 え る よ う な暴 力 的

行 為 を 行っ て は な ら な い 。  

 

第 ４ 章  男 女 共 同 参 画 審 議 会  

（ 設 置 ）  

第 １ ７ 条  市 長 の 諮 問 に 応 じ 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に関 す る 基 本 的 か つ 総 合的 な 施

策 及 び 重要 事 項 を 調 査 審 議 す る た め 、 牛 久 市 男 女 共 同参 画 審 議 会 （ 以 下 「 審議 会 」

と い う 。） を 置 く 。  

（ 組 織 ）  

第 １ ８ 条  審 議 会 は 、 委 員 １ ５ 人 以 内 を も っ て 組 織 する 。  

２  委 員は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 市 長 が 委 嘱 す る 。 こ の 場 合 に おい て 、

第 １ 号 に規 定 す る 委 員 に つ い て は 、 公 募 に よ る も の とす る 。  

（ １ ）  市 民  

（ ２ ）  学 識 経 験 者  

（ ３ ）  関 係 機 関 及 び 団 体 の 構 成 員  

（ 任 期 ）  

第 １ ９ 条  委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠に よ り 委 嘱 さ れ た 委 員の 任 期
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は 、 前 任者 の 残 任 期 間 と す る 。  

２  委 員は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

（ 会 長 及び 副 会 長 ）  

第 ２ ０ 条  審 議 会 に 会 長 及 び 副 会 長 を 置 く 。  

２  会 長及 び 副 会 長 は 、 委 員 の 互 選 に よ り 選 出 す る 。  

３  会 長は 会 務 を 総 理 す る 。  

４  副 会長 は 、 会 長 を 補 佐 し 、 会 長 に 事 故 あ る と き 、 又 は 欠 け た と き は 、 その 職 務

を 代 理 する 。  

（ 会 議 ）  

第 ２ １ 条  審 議 会 は 会 長 が 招 集 し 、 会 長 が 、 会 議 の 議長 と な る 。  

２  会 長が 必 要 で あ る と 認 め た と き は 、 審 議 会 へ の 関 係 者 の 出 席 を 求 め る こと が で

き る 。  

（ 庶 務 ）  

第 ２ ２ 条  審 議 会 の 庶 務 は 、 男 女 共 同 参 画 担 当 課 に おい て 行 う 。  

 

第 ５ 章  補 則  

（ 委 任 ）  

第 ２ ３ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の施 行 に 関 し 必 要 な 事 項は 、 市

長 が 別 に定 め る 。  

 

附  則  

（ 施 行 期日 ）  

１  こ の条 例 は 、 平 成 １ ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措置 ）  

２  こ の条 例 の 施 行 の 際 、 現 に 定 め ら れ て い る 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る市 の 基

本 的 な 計画 で あ っ て 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施策 の 総 合 的 か つ 計 画 的な 推 進

を 図 る ため の も の は 、 こ の 条 例 の 規 定 に よ り 定 め ら れた 基 本 計 画 と み な す 。  
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■  牛 久市 男 女 共 同 参 画 審 議 会 委 員 （ 第 10 期 ） 名 簿  

氏  名  所 属 ・ 役職 名 等  備  考  

飯 田  昭夫  小 坂 行 政区 長 （ 奥 野 地 区 行 政 区代 表 ）   

大 久 保  典 文  公 募   

大 竹  敦子  牛 久 第 二小 学 校 校 長   

大 橋  澄子  か わ は ら台 行 政 区 長 （ 岡 田 地 区行 政 区 代 表 ）   

岡 見  清  牛 久 市 社会 福 祉 協 議 会 常 務 理 事兼 事 務 局 長   

金 谷  正彦  前 茨 城 県男 女 共 同 参 画 推 進 員  会 長  

桜 井  弓子  
常 陽 銀 行 ひ た ち 野 う し く リ テ ー ル ス テ ー シ ョ ン

支 店 長  

R4.4.1 か ら

R4.11.13ま で  

吉 田  尚未  常 陽 銀 行牛 久 支 店  
R4.11.13か ら  

 

小 路  真弓  上 町 ふ れあ い 保 育 園  園 長   

杉 浦  輝昭  牛 久 市 商工 会 青 年 部 26 代 部 長   

付  月  茨 城 大 学人 文 社 会 科 学 部 准 教 授   

本 多  恭子  女 化 ブ ルー ベ リ ー の 森   

村 武  修司  牛 久 市 ネッ ト ワ ー カ ー 連 絡 協 議会 会 長   

森 口  亘子  牛 久 市 女性 消 防 団   

森 川  志子  
社 会 医 療 法 人 若 竹 会 介 護 老 人 保 健 施 設 セ ン ト ラ

ル 土 浦  
副 会 長  

山 田  俊克  第 ２ つ つじ が 丘 行 政 区 長 （ 牛 久地 区 行 政 区 代 表 ）  

任 期 ： 令和 ４ 年 ４ 月 １ 日 か ら ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で   
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■ 茨 城 県男 女 共 同 参 画 推 進 条 例  

平 成 １ ３年 ３ 月 ２ ８ 日 公 布  

目 次  

前 文  

第 １ 章  総 則 （ 第１ 条 － 第 ７ 条 ）  

第 ２ 章  男 女 共 同参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策 （ 第 ８ 条 － 第１ ８ 条 ）  

第 ３ 章  性 別 に よる 権 利 侵 害 の 禁 止 （ 第 １ ９ 条 ）  

付 則  

 

 人 は すべ て 法 の 下 に お い て 平 等 で あ り 、 こ れ ま で 男女 平 等 の 実 現 に 向 け た様 々 な

取 組 が 行わ れ て き た が 、 今 な お 、 十 分 に 実 現 さ れ る に至 っ て い な い 。  

 今 後 、少 子 高 齢 化 の 進 展 や 経 済 活 動 の 成 熟 化 、 情 報通 信 技 術 の 高 度 化 な ど社 会 経

済 情 勢 の急 速 な 変 化 に 的 確 に 対 応 し 、 県 民 ひ と り ひ とり が も の の 豊 か さ と 心の 豊 か

さ を あ わせ 持 つ 新 し い 豊 か さ を 実 感 す る こ と が で き る茨 城 を 目 指 す た め に は、 男 女

が 、 社 会の あ ら ゆ る 分 野 に お い て 、 互 い の 違 い を 認 め合 い 、 互 い に 人 権 を 尊重 し な

が ら 、 それ ぞ れ の 個 性 と 能 力 を 十 分 に 生 か し 、 共 に 責任 を 担 う こ と が で き る男 女 共

同 参 画 社会 を 早 急 に 実 現 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

 こ こ に、 男 女 共 同 参 画 社 会 を 実 現 す る こ と を 目 指 して 、 男 女 共 同 参 画 の 推進 に つ

い て の 基本 理 念 を 明 ら か に し 、 県 、 県 民 、 事 業 者 等 が連 携 し 、 一 体 と な っ て男 女 共

同 参 画 の推 進 に 取 り 組 む こ と を 決 意 し 、 こ の 条 例 を 制定 す る 。  

 

第 １ 章  総 則  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に つ い て の基 本 理 念 を 定 め 、 県 、県 民 及

び 事 業 者 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 の 基

本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 を 総 合 的 か つ 計 画 的

に 推 進 する こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の意 義 は 、 当 該 各 号 に 定め る と

こ ろ に よる 。  

（ １ ） 男女 共 同 参 画  男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 とし て 、 自 ら の 意 思 に よ っ て 社

会 の あ らゆ る 分 野 に お け る 活 動 に 参 画 す る 機 会 が 確 保 さ れ 、か つ 、共 に 責 任

を 担 う こと を い う 。  

（ ２ ） 積極 的 改 善 措 置  前 号 に 規 定 す る 機 会 に 係 る 男女 間 の 格 差 を 改 善 す るた め 必

要 な 範 囲内 に お い て 、男 女 の いず れ か 一 方 に 対 し 、当 該 機 会 を 積 極 的 に 提 供

す る こ とを い う 。  
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（ 基 本 理念 ）  

第 ３ 条  男 女 共 同 参 画 は 、 男 女 の 個 人 と し て の 尊 厳 が重 ん ぜ ら れ る こ と 、 男女 が 性

別 に よ る 差 別 的 取 扱 い を 受 け な い こ と 、 男 女 が 個 人 と し て 能 力 を 発 揮 す る 機 会 が

確 保 さ れ る こ と そ の 他 の 男 女 の 人 権 が 尊 重 さ れ る こ と を 旨 と し て 、 推 進 さ れ な け

れ ば な らな い 。  

２  男 女共 同 参 画 は 、 社 会 に お け る 制 度 又 は 慣 行 が 男 女 の 社 会 に お け る 活 動に 対 し

て 及 ぼ す 影 響 に で き る 限 り 配 慮 し 、 男 女 が 性 別 に よ る 固 定 的 な 役 割 分 担 に と ら わ

れ る こ と な く 多 様 な 生 き 方 を 選 択 す る こ と が で き る こ と を 旨 と し て 、 推 進 さ れ な

け れ ば なら な い 。  

３  男 女共 同 参 画 は 、 男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 と し て 、 県 に お け る 政 策又 は 民

間 の 団 体 に お け る 方 針 の 立 案 及 び 決 定 に 共 同 し て 参 画 す る 機 会 が 確 保 さ れ る こ と

を 旨 と して 、 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

４  男 女共 同 参 画 は 、 家 族 を 構 成 す る 男 女 が 、 相 互 の 協 力 と 社 会 の 支 援 の 下に 、 子

の 養 育 、 家 族 の 介 護 そ の 他 の 家 庭 生 活 に お け る 活 動 に つ い て 家 族 の 一 員 と し て の

役 割 を 円 滑 に 果 た し 、 か つ 、 当 該 活 動 以 外 の 活 動 を 行 う こ と が で き る よ う に す る

こ と を 旨と し て 、 推 進 さ れ な け れ ば な ら な い 。  

５  男 女共 同 参 画 の 推 進 が 国 際 社 会 に お け る 取 組 と 密 接 な 関 係 を 有 し て い るこ と 及

び 地 域 にお け る 国 際 化 の 進 展 に か ん が み、男 女 共 同 参 画 は 、国際 的 協 調 の 下

に 推 進 され な け れ ば な ら な い 。  

（ 県 の 責務 ）  

第 ４ 条  県 は 、 前 条 に 定 め る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理念 」 と い う 。 ） に の っと り 、

男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 （ 積 極 的 改 善 措 置 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 総 合

的 に 策 定し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

２  県 は、 あ ら ゆ る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る に 当 た っ て は 、 基 本 理 念 を尊 重 す

る も の とす る 。  

３  県 は、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 に つ い て 、 県 民 、 事 業 者 、 市 町村 及 び

国 と 相 互に 連 携 し て 取 り 組 む よ う に 努 め る も の と す る。  

（ 県 民 の責 務 ）  

第 ５ 条  県 民 は 、 職 域 、 学 校 、 地 域 、 家 庭 そ の 他 の 社会 の あ ら ゆ る 分 野 に おい て 、

基 本 理 念に の っ と り 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 努 め な けれ ば な ら な い 。  

２  県 民は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 が 行 う 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施策 に 積

極 的 に 協力 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 事 業 者の 責 務 ）  

第 ６ 条  事 業 者 は 、 雇 用 等 の 分 野 に お い て 、 基 本 理 念に の っ と り 、 男 女 共 同参 画 の

推 進 に 努め な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 男 女 が 職 業 生 活 に お け る 活 動 と 家 庭 生活 に お

け る 活 動を 両 立 で き る よ う に 就 労 環 境 の 整 備 に 努 め なけ れ ば な ら な い 。  

３  事 業者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 県 が 行 う 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る施 策 に
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積 極 的 に協 力 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 男 女 共同 参 画 推 進 月 間 ）  

第 ７ 条  男 女 共 同 参 画 の 推 進 に つ い て 、 県 民 及 び 事 業者 の 関 心 と 理 解 を 深 める と と

も に 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 活 動 が 積 極 的 に 行 わ れ る よ う に す る た め 、 男

女 共 同 参画 推 進 月 間 を 設 け る 。  

２  男 女共 同 参 画 推 進 月 間 は 、 毎 年 １ １ 月 と す る 。  

 

第 ２ 章  男 女 共 同参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 施 策  

 

（ 基 本 計画 ）  

第 ８ 条  知 事 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 の総 合 的 か つ 計 画 的 な 実施 を 図

る た め 、議 会 の 承 認 を 経 て 、男女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 計 画（ 以 下「 基

本 計 画 」） と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な ら な い 。  

２  基 本計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

（ １ ） 総合 的 か つ 長 期 的 に 講 ず べ き 男 女 共 同 参 画 の 推進 に 関 す る 施 策 の 大 綱  

（ ２ ） 前号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進に 関 す る 施 策 を 総 合 的か つ 計

画 的 に 実施 す る た め に 必 要 な 事 項  

３  知 事は 、 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 県 民 及 び 事 業 者 の 意 見 を 反 映す る こ

と が で きる よ う に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら ない 。  

４  知 事は 、 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 あ ら か じ め 、 茨 城 県 男 女 共 同参 画 審

議 会 の 意見 を 聴 く ほ か 、 市 町 村 の 意 見 を 求 め な け れ ばな ら な い 。  

５  知 事は 、 基 本 計 画 を 定 め た と き は 、 こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

６  第 １項 及 び 前 ３ 項 の 規 定 は 、基 本 計 画 の 変 更（ 規 則 で 定 め る 軽 微 な 変 更 を 除 く 。）

に つ い て準 用 す る 。  

（ 広 報 活動 ）  

第 ９ 条  県 は 、 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 県 民 及 び 事 業 者の 関 心 と 理 解 を 深 め るた め に

必 要 な 広報 活 動 を 行 う も の と す る 。  

（ 調 査 研究 等 ）  

第 １ ０ 条  県 は 、男 女 共 同 参 画 を推 進 す る た め、男 女 共 同参 画 に 関 す る 情 報 の 収集 、

分 析 及 び調 査 研 究 を 行 う も の と す る 。  

（ 男 女 共同 参 画 の 推 進 に 関 す る 教 育 等 ）  

第 １ １ 条  県 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 教 育 及び 学 習 の 充 実 に 努 め るも の と

す る 。  

（ 市 町 村に 対 す る 支 援 等 ）  

第 １ ２ 条  県 は 、 市 町 村 が 行 う 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 の 策定

及 び 市 町 村 が 実 施 す る 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 を 支 援 す る た め 、 情 報の

提 供 、 技術 的 な 助 言 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ うに 努 め る も の と す る 。  

２  県 は、県 が 実 施 す る 男 女 共 同参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 に つ い て 、市 町 村 に 対し 、
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協 力 を 求め る こ と が で き る 。  

（ 県 民 等に 対 す る 支 援 ）  

第 １ ３ 条  県 は 、 県 民 又 は 民 間 の 団 体 が 行 う 男 女 共 同参 画 の 推 進 に 関 す る 活動 を 支

援 す る ため 、 情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず るよ う に 努 め る も の と する 。  

（ 苦 情 等の 申 出 及 び 申 出 の 処 理 体 制 の 整 備 ）  

第 １ ４ 条  県 民 及 び 事 業 者 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に影 響 を 及 ぼ す と 認 め られ る 事

項 に つ いて の 苦 情 そ の 他 の 意 見 を 知 事 に 申 し 出 る こ とが で き る 。  

２  知 事は 、 前 項 の 規 定 に よ る 申 出 を 適 切 か つ 迅 速 に 処 理 す る た め に 必 要 な体 制 を

整 備 す るも の と す る 。  

（ 推 進 体制 の 整 備 ）  

第 １ ５ 条  県 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 を 図 る た め に 必要 な 推 進 体 制 の 整 備 に努 め る

も の と する 。  

（ 付 属 機関 等 に お け る 積 極 的 改 善 措 置 ）  

第 １ ６ 条  県 は 、 付 属 機 関 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ３８ 条 の

４ 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ く 付 属 機 関 を い う 。 ） そ の 他 こ れ に 準 ず る も の に お け る 委

員 の 任 命 又 は 委 嘱 に 当 た っ て は 、 積 極 的 改 善 措 置 を 講 ず る よ う に 努 め る も の と す

る 。  

（ 男 女 共同 参 画 の 状 況 に つ い て の 報 告 等 ）  

第 １ ７ 条  知 事 は 、 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 必 要 が あ ると 認 め る と き は 、 事 業者 に 対

し 、 男 女共 同 参 画 の 状 況 に つ い て 報 告 を 求 め る こ と がで き る 。  

２  知 事は 、 前 項 の 規 定 に よ り 把 握 し た 男 女 共 同 参 画 の 状 況 を 取 り ま と め 、公 表 す

る こ と がで き る 。  

３  知 事は 、 第 １ 項 の 規 定 に よ る 報 告 に 基 づ き 、 事 業 者 に 対 し 、 情 報 の 提 供そ の 他

の 必 要 な措 置 を 講 ず る こ と が で き る 。  

（ 男 女 共同 参 画 の 状 況 等 の 公 表 ）  

第 １ ８ 条  知 事 は 、毎 年 、男 女 共 同 参 画の 推 進 に 資 す る た め 、男 女 共 同 参 画 の 状 況、

県 が 講 じ た 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 施 策 等 に つ い て 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

 

第 ３ 章  性 別 に よ る 権 利 侵 害 の 禁 止  

 

第 １ ９ 条  何 人 も 、 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト （ 性 的 な 言 動 に よ り 当 該 言 動を

受 け た 個 人 の 生 活 環 境 を 害 す る こ と 又 は 性 的 な 言 動 を 受 け た 個 人 の 対 応 に よ り当

該 個 人 に不 利 益 を 与 え る こ と を い う 。 ） を 行 っ て は なら な い 。  

２  何 人も 、 配 偶 者 等 に 対 し 、 身 体 的 又 は 精 神 的 な 苦 痛 を 与 え る よ う な 暴 力的 行 為

を 行 っ ては な ら な い 。  
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■ 男 女 共同 参 画 社 会 基 本 法  

平 成 １ １年 ６ 月 ２ ３ 日 公 布  

目 次  
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 第 ３ 章  男 女 共 同 参 画 会 議 （ 第 ２ １ 条 － 第 ２ ８ 条 ）  

 附 則  

 

前 文  

 我 が 国に お い て は 、 日 本 国 憲 法 に 個 人 の 尊 重 と 法 の下 の 平 等 が う た わ れ 、男 女 平

等 の 実 現に 向 け た 様 々 な 取 組 が 、 国 際 社 会 に お け る 取組 と も 連 動 し つ つ 、 着実 に 進

め ら れ てき た が 、 な お 一 層 の 努 力 が 必 要 と さ れ て い る。  

 一 方 、少 子 高 齢 化 の 進 展 、 国 内 経 済 活 動 の 成 熟 化 等我 が 国 の 社 会 経 済 情 勢の 急 速

な 変 化 に対 応 し て い く 上 で 、 男 女 が 、 互 い に そ の 人 権を 尊 重 し つ つ 責 任 も 分か ち 合

い 、 性 別に か か わ り な く 、 そ の 個 性 と 能 力 を 十 分 に 発揮 す る こ と が で き る 男女 共 同

参 画 社 会の 実 現 は 、 緊 要 な 課 題 と な っ て い る 。  

 こ の よう な 状 況 に か ん が み 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実現 を ２ １ 世 紀 の 我 が 国社 会 を

決 定 す る最 重 要 課 題 と 位 置 付 け 、 社 会 の あ ら ゆ る 分 野に お い て 、 男 女 共 同 参画 社 会

の 形 成 の促 進 に 関 す る 施 策 の 推 進 を 図 っ て い く こ と が重 要 で あ る 。  

 こ こ に、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に つ い て の 基 本 理念 を 明 ら か に し て そ の方 向 を

示 し 、 将来 に 向 か っ て 国 、 地 方 公 共 団 体 及 び 国 民 の 男女 共 同 参 画 社 会 の 形 成に 関 す

る 取 組 を総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 こ の 法 律を 制 定 す る 。  

 

第 １ 章  総 則  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 法 律 は 、 男 女 の 人 権 が 尊 重 さ れ 、 か つ 、社 会 経 済 情 勢 の 変 化 に対 応 で

き る 豊 かで 活 力 あ る 社 会 を 実 現 す る こ と の 緊 要 性 に かん が み 、男 女 共 同 参画

社 会 の 形成 に 関 し 、基 本 理 念 を 定 め 、並 びに 国、地 方 公 共 団 体 及び 国 民 の 責

務 を 明 らか に す る と と も に 、男女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策の

基 本 と なる 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 を 総 合 的 かつ

計 画 的 に推 進 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 法 律 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の意 義 は 、 当 該 各 号 に 定め る と

こ ろ に よる 。  

一  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成   男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員 と し て 、 自 ら の 意

思 に よ っ て 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お け る 活 動 に 参 画 す る 機 会 が 確 保 さ れ 、 も っ
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て 男 女 が均 等 に 政 治 的 、経 済 的 、社 会 的 及 び 文 化 的 利 益 を 享 受 す る こ と が で き、

か つ 、 共に 責 任 を 担 う べ き 社 会 を 形 成 す る こ と を い う。  

二  積 極 的 改 善 措 置   前 号 に 規 定 す る 機 会 に 係 る 男 女 間 の 格 差 を 改 善 す る た め

必 要 な 範 囲 内 に お い て 、 男 女 い ず れ か 一 方 に 対 し 、 当 該 機 会 を 積 極 的 に 提 供 す

る こ と をい う 。  

（ 男 女 の人 権 の 尊 重 ）  

第 ３ 条  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 は 、男 女の 個 人 と し て の 尊 厳 が 重 ん ぜ ら れ るこ と 、

男 女 が 性 別 に よ る 差 別 的 取 扱 い を 受 け な い こ と 、 男 女 が 個 人 と し て 能 力 を 発 揮 す

る 機 会 が 確 保 さ れ る こ と そ の 他 の 男 女 の 人 権 が 尊 重 さ れ る こ と を 旨 と し て 、 行 わ

な け れ ばな ら な い 。  

（ 社 会 にお け る 制 度 又 は 慣 行 に つ い て の 配 慮 ）  

第 ４ 条  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 当 た っ て は 、 社 会に お け る 制 度 又 は 慣 行が 、 性

別 に よ る 固 定 的 な 役 割 分 担 等 を 反 映 し て 、 男 女 の 社 会 に お け る 活 動 の 選 択 に 対 し

て 中 立 で な い 影 響 を 及 ぼ す こ と に よ り 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 を 阻 害 す る 要 因

と な る お そ れ が あ る こ と に か ん が み 、 社 会 に お け る 制 度 又 は 慣 行 が 男 女 の 社 会 に

お け る 活 動 の 選 択 に 対 し て 及 ぼ す 影 響 を で き る 限 り 中 立 な も の と す る よ う に 配 慮

さ れ な けれ ば な ら な い 。  

（ 政 策 等の 立 案 及 び 決 定 へ の 共 同 参 画 ）  

第 ５ 条  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 は 、 男 女 が 、 社 会 の対 等 な 構 成 員 と し て 、国 若 し

く は 地 方 公 共 団 体 に お け る 政 策 又 は 民 間 の 団 体 に お け る 方 針 の 立 案 及 び 決 定 に 共

同 し て 参画 す る 機 会 が 確 保 さ れ る こ と を 旨 と し て 、 行わ れ な け れ ば な ら な い。  

（ 家 庭 生活 に お け る 活 動 と 他 の 活 動 の 両 立 ）  

第 ６ 条  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 は 、 家 族 を 構 成 す る男 女 が 、 相 互 の 協 力 と社 会 の

支 援 の 下 に 、 子 の 養 育 、 家 族 の 介 護 そ の 他 の 家 庭 生 活 に お け る 活 動 に つ い て 家 族

の 一 員 と し て の 役 割 を 円 滑 に 果 た し 、 か つ 、 当 該 活 動 以 外 の 活 動 を 行 う こ と が で

き る よ うに す る こ と を 旨 と し て 、 行 わ な け れ ば な ら ない 。  

（ 国 際 的協 調 ）  

第 ７ 条  男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 が 国 際 社 会 にお け る 取 組 と 密 接 な 関係 を 有

し て い る こ と に か ん が み 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 は 、 国 際 的 協 調 の 下 に 行 わ な

け れ ば なら な い 。  

（ 国 の 責務 ）  

第 ８ 条  国 は 、 第 ３ 条 か ら 前 条 ま で に 定 め る 男 女 共 同参 画 社 会 の 形 成 に つ いて の 基

本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促

進 に 関 す る 施 策 （ 積 極 的 改 善 措 置 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 総 合 的 に 策 定 し 、 及 び

実 施 す る責 務 を 有 す る 。  

（ 地 方 公共 団 体 の 責 務 ）  

第 ９ 条  地 方 公 共 団 体 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 男 女共 同 参 画 社 会 の 形 成 の促 進 に

関 し 、 国 の 施 策 に 準 じ た 施 策 及 び そ の 他 の そ の 地 方 公 共 団 体 の 区 域 の 特 性 に 応 じ
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た 施 策 を策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。  

（ 国 民 の責 務 ）  

第 １ ０ 条  国 民 は 、職 域 、学 校 、地 域 、家 庭 そ の 他 の 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お い て 、

基 本 理 念 に の っ と り 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 寄 与 す る よ う に 努 め な け れ ば な

ら な い 。  

（ 法 制 上の 措 置 等 ）  

第 １ １ 条  政 府 は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に関 す る 施 策 を 実 施 す るた め 必

要 な 法 制上 又 は 財 政 上 の 措 置 そ の 他 の 措 置 を 講 じ な けれ ば な ら な い 。  

（ 年 次 報告 等 ）  

第 １ ２ 条  政 府 は 、 毎 年 、 国 会 に 、 男 女 共 同 参 画 社 会の 形 成 の 状 況 及 び 政 府が 講 じ

た 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 に つ い て の 報 告 を 提 出 し な け れ

ば な ら ない 。  

２  政 府は 、 毎 年 、 前 項 の 報 告 に 係 る 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 状 況 を 考 慮し て 講

じ よ う と す る 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 を 明 ら か に し た 文 書 を

作 成 し 、こ れ を 国 会 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 男 女 共同 参 画 基 本 計 画 ）  

第 １ ３ 条  政 府 は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に関 す る 施 策 の 総 合 的 かつ 計 画

的 な 推 進 を 図 る た め 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 以

下 「 男 女共 同 参 画 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め な け れば な ら な い 。  

２  男 女共 同 参 画 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

一  総 合 的 か つ 長 期 的 に 講 ず べ き 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策

の 大 綱  

二  前 号に 掲 げ る も の の ほ か 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策を 総 合

的 か つ 計画 的 に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項  

３  内 閣総 理 大 臣 は 、 男 女 共 同 参 画 会 議 の 意 見 を 聴 い て 、 男 女 共 同 参 画 基 本計 画 の

案 を 作 成し 、 閣 議 の 決 定 を 求 め な け れ ば な ら な い 。  

４  内 閣総 理 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 閣 議 の 決 定 が あ っ た と き は 、 遅 滞 なく 、 男

女 共 同 参画 基 本 計 画 を 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

５  前 ２項 の 規 定 は 、 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 の 変 更 に つ い て 準 用 す る 。  

（ 都 道 府県 男 女 共 同 参 画 計 画 等 ）  

第 １ ４ 条  都 道 府 県 は 、 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 を 勘 案し て 、 当 該 都 道 府 県 の区 域 に

お け る 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 計 画 （ 以

下 「 都 道府 県 男 女 共 同 参 画 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め なけ れ ば な ら な い 。  

２  都 道府 県 男 女 共 同 参 画 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と する 。  

一  都 道府 県 の 区 域 に お い て 総 合 的 か つ 長 期 的 に 講 ず べ き 男 女 共 同 参 画 社 会の 形 成
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の 促 進 に関 す る 施 策 の 大 綱  

二  前 号に 掲 げ る も の の ほ か 、 都 道 府 県 の 区 域 に お け る 男 女 共 同 参 画 社 会 の形 成 の

促 進 に 関す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項  

３  市 町村 は 、 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 及 び 都 道 府 県 男 女 共 同 参 画 計 画 を 勘 案し て 、

当 該 市 町 村 の 区 域 に お け る 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 に つ い て

の 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 「 市 町 村 男 女 共 同 参 画 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め る よ う に 努

め な け れば な ら な い 。  

４  都 道府 県 又 は 市 町 村 は 、 都 道 府 県 男 女 共 同 参 画 計 画 又 は 市 町 村 男 女 共 同参 画 計

画 を 定 め、 又 は 変 更 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公表 し な け れ ば な ら な い。  

（ 施 策 の策 定 等 に 当 た っ て の 配 慮 ）  

第 １ ５ 条  国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 男 女 共 同 参 画 社 会の 形 成 に 影 響 を 及 ぼ すと 認 め

ら れ る 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る に 当 た っ て は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 配

慮 し な けれ ば な ら な い 。  

（ 国 民 の理 解 を 深 め る た め の 措 置 ）  

第 １ ６ 条  国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 広 報 活 動 等 を 通 じて 、 基 本 理 念 に 関 す る国 民 の

理 解 を 深め る よ う 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い。  

（ 苦 情 の処 理 等 ）  

第 １ ７ 条  国 は 、 政 府 が 実 施 す る 男 女 共 同 参 画 社 会 の形 成 の 促 進 に 関 す る 施策 又 は

男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 影 響 を 及 ぼ す と 認 め ら れ る 施 策 に つ い て の 苦 情 の 処 理

の た め に 必 要 な 措 置 及 び 性 別 に よ る 差 別 的 取 扱 い そ の 他 の 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形

成 を 阻 害 す る 要 因 に よ っ て 人 権 が 侵 害 さ れ た 場 合 に お け る 被 害 者 の 救 済 を 図 る た

め に 必 要な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

（ 調 査 研究 ）  

第 １ ８ 条  国 は 、 社 会 に お け る 制 度 又 は 慣 行 が 男 女 共同 参 画 社 会 の 形 成 に 及ぼ す 影

響 に 関 す る 調 査 研 究 そ の 他 の 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 策 定

に 必 要 な調 査 研 究 を 推 進 す る よ う に 努 め る も の と す る。  

（ 国 際 的協 調 の た め の 措 置 ）  

第 １ ９ 条  国 は 、 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 を 国 際 的 協調 の 下 に 促 進 す る た め、 外 国

政 府 又 は 国 際 機 関 と の 情 報 の 交 換 そ の 他 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 関 す る 国 際 的

な 相 互 協 力 の 円 滑 な 推 進 を 図 る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う に 努 め る も の と す

る 。  

 

（ 地 方 公共 団 体 及 び 民 間 の 団 体 に 対 す る 支 援 ）  

第 ２ ０ 条  国 は 、 地 方 公 共 団 体 が 実 施 す る 男 女 共 同 参画 社 会 の 形 成 の 促 進 に関 す る

施 策 及 び 民 間 の 団 体 が 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 し て 行 う 活 動 を 支 援 す

る た め 、情 報 の 提 供 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ うに 努 め る も の と す る 。  
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（ 設 置 ）  

第 ２ １ 条  内 閣 府 に 、 男 女 共 同 参 画 会 議 （ 以 下 「 会 議」 と い う 。 ） を 置 く 。  

（ 所 掌 事務 ）  

第 ２ ２ 条  会 議 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 を つ か さ ど る 。  

一  男 女共 同 参 画 基 本 計 画 に 関 し 、 第 １ ３ 条 第 ３ 項 に規 定 す る 事 項 を 処 理 す る こ

と 。  

二  前 号に 掲 げ る も の の ほ か 、 内 閣 総 理 大 臣 又 は 関 係各 大 臣 の 諮 問 に 応 じ 、 男 女

共 同 参 画社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 基 本 的 な 方 針 、基 本 的 な 政 策 及 び 重 要 事 項

を 調 査 審議 す る こ と 。  

三  前 ２号 に 規 定 す る 事 項 に 関 し 、 調 査 審 議 し 、 必 要が あ る と 認 め る と き は 、 内

閣 総 理 大臣 及 び 関 係 各 大 臣 に 対 し 、 意 見 を 述 べ る こ と。  

四  政 府 が 実 施 す る 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策 の 実 施 状 況 を

監 視 し 、 及 び 政 府 の 施 策 が 男 女 共 同 参 画 社 会 の 形 成 に及 ぼ す 影 響 を 調 査 し 、 必

要 が あ ると 認 め る と き は 、 内閣 総 理 大 臣 及 び 関 係 各 大臣 に 対 し 、 意 見 を 述 べる

こ と 。  

（ 組 織 ）  

第 ２ ３ 条  会 議 は 、 議 長 及 び 議 員 ２ ４ 人 以 内 を も っ て組 織 す る 。  

（ 議 長 ）  

第 ２ ４ 条  議 長 は 、 内 閣 官 房 長 官 を も っ て 充 て る 。  

２  議 長は 、 会 務 を 総 理 す る 。  

（ 議 員 ）  

第 ２ ５ 条  議 員 は 、 次 に 掲 げ る 者 を も っ て 充 て る 。  

一  男 内閣 官 房 長 官 以 外 の 国 務 大 臣 の う ち か ら 、 内 閣総 理 大 臣 が 指 定 す る 者  

二  男 女共 同 参 画 社 会 の 形 成 に 関 し 優 れ た 識 見 を 有 する 者 の う ち か ら 、 内 閣 総 理

大 臣 が 任命 す る 者  

２  前 項第 二 号 の 議 員 の 数 は 、 同 項 に 規 定 す る 議 員 の 総 数 の １ ０ 分 の ５ 未 満で あ っ

て は な らな い 。  

３  第 １項 第 二 号 の 議 員 の う ち 、 男 女 い ず れ か の 一 方 の 議 員 の 数 は 、 同 号 に規 定 す

る 議 員 の１ ０ 分 の ４ 未 満 で あ っ て は な ら な い 。  

４  第 １項 第 二 号 の 議 員 は 、 非 常 勤 と す る 。  

（ 議 員 の任 期 ）  

第 ２ ６ 条  前 条 第 １ 項 第 二 号 の 議 員 の 任 期 は 、 ２ 年 とす る 。 た だ し 、 補 欠 の議 員 の

任 期 は 、前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

２  前 条第 １ 項 第 二 号 の 議 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。  

（ 資 料 提出 の 要 求 等 ）  

第 ２ ７ 条  会 議 は 、 そ の 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め に 必要 が あ る と 認 め る と きは 、 関

係 行 政 機 関 の 長 に 対 し 監 視 又 は 調 査 に 必 要 な 資 料 そ の 他 の 資 料 の 提 出 、 意 見 の 開
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陳 、 説 明そ の 他 必 要 な 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。  

２  会 議は 、 そ の 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め に 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は、 前 項

に 規 定 する 者 以 外 の 者 に 対 し て も 、 必 要 な 協 力 を 依 頼す る こ と が で き る 。  

（ 政 令 への 委 任 ）  

第 ２ ８ 条  こ の 章 に 定 め る も の の ほ か 、 会 議 の 組 織 及び 議 員 そ の 他 の 職 員 その 他 会

議 に 関 し必 要 な 事 項 は 、 政 令 で 定 め る 。  

 

附 則 （ 平成 １ １ 年 ６ 月 ２ ３ 日 法 律 第 ７ ８ 号 ） 抄  

（ 施 行 期日 ）  

第 １ 条  こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 男 女 共同 参 画 審 議 会 設 置 法 の 廃 止 ）  

第 ２ 条  男 女 共 同 参 画 審 議 会 設 置 法 （ 平 成 ９ 年 法 律 第７ 号 ） は 、 廃 止 す る 。  

 

附 則 （ 平成 １ １ 年 ７ 月 １ ６ 日 法 律 第 １ ０ ２ 号 ） 抄  

（ 施 行 期日 ）  

第 １ 条  こ の 法 律 は 、 内 閣 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （平 成 １ １ 年 法 律 第 ８ ８号 ） の

施 行 の 日か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日

か ら 施 行す る 。  

一  略  

二  附 則第 １ ０ 条 第 １ 項 及 び 第 ５ 項 、 第 １ ４ 条 第 ３ 項、 第 ２ ３ 条 、 第 ２ ８ 条 並 び

に 第 ３ ０条 の 規 定  公 布 の 日  

（ 委 員 等の 任 期 に 関 す る 経 過 措 置 ）  

第 ２ ８ 条  こ の 法 律 の 施 行 の 日 の 前 日 に お い て 次 に 掲げ る 従 前 の 審 議 会 そ の他 の 機

関 の 会 長 、委 員 そ の 他 の 職 員 で ある 者（ 任 期 の 定 め の な い者 を 除 く 。）の 任 期 は 、

当 該 会 長、 委 員 そ の 他 の 職 員 の 任 期 を 定 め た そ れ ぞ れの 法 律 の 規 定 に か か わ ら ず 、

そ の 日 に満 了 す る 。  

一 か ら 十ま で  略  

十 一  男女 共 同 参 画 審 議 会  

 

（ 別 に 定め る 経 過 措 置 ）  

第 ３ ０ 条  第 ２ 条 か ら 前 条 ま で に 規 定 す る も の の ほ か、 こ の 法 律 の 施 行 に 伴い 必 要

と な る 経過 措 置 は 、 別 に 法 律 で 定 め る 。  

 

附 則 （ 平成 １ １ 年 １ ２ 月 ２ ２ 日 法 律 第 １ ６ ０ 号 ） 抄  

（ 施 行 期日 ）  

第 １ 条  こ の 法 律 （ 第 ２ 条 及 び 第 ３ 条 を 除 く 。 ） は 、平 成 １ ３ 年 １ 月 ６ 日 から 施 行

す る 。 ただ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 以 下 略）  
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■  男 女 共 同参 画 に 関 す る 国 ・ 県 ・ 市 の 歩 み  

年 度  国 の 取 組  茨 城 県 の 取 組  牛 久 市 の 取 組  

1975 

(S50) 

･総 理 府 に ｢婦 人 問 題 企

画 推 進 本部 ｣発 足 ､婦 人

問 題 担 当室 設 置  

    

1976 

(S51) 

･民 法 一 部 改 正 (離 婚 復

氏 制 度 ) 

    

1977 

(S52) 

･｢国 内 行動 計 画 ｣策 定  

･国 立 婦 人 教 育 会館 開

設  

    

1978 

(S53) 

  ･婦 人 問 題 を 担 当 す る

課 と し て ､生 活 福祉 部

に 青 少 年婦 人 課 を 設

置  

  

1979 

(S54) 

  ･婦 人 問 題 懇 話 会 を 設

置  

  

1980 

(S55) 

･｢女 子 差別 撤 廃 条 約 ｣

署 名  

･民 法 ､家事 審 判 法 の 改

正  

･婦 人 児 童 課 に おい て

婦 人 問 題担 当  

･第 2 次 県 民 福 祉基 本

計 画 に おい て ｢婦人 の

福 祉 の 向上 ｣と して 位

置 付 け る  

  

1984 

(S59) 

･国 籍 法 及 び 戸 籍法 一

部 改 正 (父 母 両 系血 統

主 義 ) 

    

1985 

(S60) 

･｢女 子 差別 撤 廃 条 約 ｣

批 准  

･｢男 女 雇用 機 会 均 等

法 ｣公 布  

    

1986 

(S61) 

  ･新 茨 城 県 民 福 祉 基 本

計 画 に おい て ｢女性 の

地 位 向 上と 社 会 参 加

の 促 進 ｣と し て 位置 付

け る  

  

1987 

(S62) 

｢西 暦 2000 年 に 向 け て

の 新 国 内行 動 計 画 ｣策

定  

    

1989 

(H 元 ) 

･新 学 習 指 導 要 領で ｢高

校 家 庭 科の 男 女 必 修

化 ｣ 

    

1990 

(H2) 

  ･婦 人 問 題 推 進 有 識 者

会 議 に よる 女 性 ﾌﾟﾗﾝ

策 定 に 関す る 提 言  

･茨 城 県 女 性 対 策推 進

本 部 の 設置  

  

1991 

(H3) 

･｢西暦 2000 年 に向 け

て の 新 国内 行 動 計 画

(第 1 次 改 定 )｣策定  

･育 児 休 業 法 公 布  

･｢い ば らき ﾛｰｽﾞﾌﾟﾗﾝ

21｣の 策 定  

･婦 人 児 童 課 内 に女 性

対 策 推 進室 を 設 置  

･｢い ば らき ﾛｰｽﾞﾌﾟﾗﾝ

21 推 進 委 員 会 ｣の 設

置  

  

1992 

(H4) 

･初 の 婦 人 問 題 担当 大

臣 を 任 命  

    

1993 

(H5) 

･ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労 働 法 公 布  ･児 童 福 祉 課 女 性青 少

年 室 を 設置  
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1994 

(H6) 

･総 理 府 男 女 共 同参 画

室 ､男 女 共 同 参 画審 議

会 ､男 女 共 同 参 画推 進

本 部 設 置  

･高 校 家 庭 科 の 男女 必

修 ｽﾀｰﾄ 

･女 性 青 少 年 課 を設 置    

1995 

(H7) 

･育 児 休 業 法 改 正  ･茨 城 県 長 期 総 合計 画

に ｢男 女 共 同 参 画社 会

の 形 成 ｣と し て 位置 付

け る  

･｢男 と 女 ･ﾊｰﾓﾆｰ週 間 ｣

の 設 定  

  

1996 

(H8) 

･｢男 女 共同 参 画 ﾋﾞｼﾞｮﾝ

-21 世 紀 の 新 た な 価 値

の 創 造 ｣答 申  

･｢男 女 共同 参 画 2000

年 ﾌﾟﾗﾝ-男 女 共 同参 画

社 会 の 形成 の 促 進 に 関

す る 平 成 12 年 度ま で

の 国 内 行動 計 画 ｣策 定  

･｢い ば らき ﾊｰﾓﾆｰﾌﾟﾗ

ﾝ｣の 策 定  

･福 祉 部 婦 人 児 童課 に 女 性 行

政 係 設 置  

1997 

(H9) 

･介 護 保 険 法 公 布  

･男 女 雇 用 機 会 均等 法

改 正  

･育 児 ･介護 休 業 法 改 正  

  ･男 女 共 生 社 会 推 進 委 員 会 準

備 会 設 立  

･講 演 会 の 開 催 <講 師 :淡 谷 ま

り 子 氏 (弁 護 士 )> 

･県 主 催 ｢女 と 男 の ﾊｰﾓﾆｰﾌｫｰﾗ

ﾑ 97｣牛 久 市 に て 開 催  

1998 

(H10) 

    ･｢男 と 女の ﾊｰﾓﾆｰﾌｫｰﾗﾑ｣開 催

<講 師 :山口 み つ 子 氏 (市 川 房

枝 記 念 館理 事 長 )> 

･準 備 会 会 報 発 行  

･福 祉 部 女 性 児 童課 女 性 行 政

係 に 改 称  

･牛 久 市 ･取 手 市 ･龍 ｹ崎 市 女

性 行 政 三市 会 議 発 足  

･牛 久 市 男 女 共 生社 会 推 進 委

員 会 発 足  

1999 

(H11) 

･改 正 均 等 法 施 行  

･男 女 共 同 参 画 社会 基

本 法 公 布  

･女 性 青 少 年 課 を福 祉

部 か ら 知事 公 室 に 組

織 替 え  

･広 報 ｢うし く ｣への 意 識 啓 発

記 事 の 掲載 開 始  

･｢男 女 共同 参 画 社 会 づ く り

に 関 す る意 識 調 査 ｣の 実 施  

2000 

(H12) 

･｢男 女 共同 参 画 基 本 計

画 ｣策 定  

･｢ス ト ーカ ー 行 為 等 の

規 制 等 に関 す る 法 律 ｣

（ ス ト ーカ ー 規 制 法）*

施 行  

･｢い ば らき ﾊｰﾓﾆｰﾌﾟﾗﾝ

後 期 実 施計 画 ｣策定  

･｢う し く男 と 女 の ﾌｫｰﾗﾑ｣開

催 <講 師 :長 谷 川 幸 介 氏 (茨 城

大 学 助 教授 )> 

･｢男 女 共同 参 画 社 会 づ く り

に 関 す る意 識 調 査 報 告 書 ｣市

長 に 提 出  

･情 報 紙 ｢ﾘ･ﾎﾞｰﾝ｣発 行 開 始  

2001 

(H13) 

･｢配 偶 者か ら の 暴 力 の

防 止 及 び被 害 者 の 保 護

に 関 す る法 律 ｣公布  

･｢茨 城 県男 女 共 同 参

画 推 進 条例 ｣の 制定  

･男 女 共 同 参 画 審議 会

を 設 置  

･｢男 と 女の ﾌｫｰﾗﾑ 2001｣開 催 <

講 師 :村 瀬 春 樹 氏 (ｴｯｾｲｽﾄ)ゆ

み こ ･な が い ･む ら せ 氏 (ﾌﾘｰﾗ

ｲﾀｰ)> 

･牛 久 市 男 女 共 同参 画 推 進 会

議 及 び ﾜｰｷﾝｸﾞﾁｰﾑ設 置  

2002 

(H14) 

    ･｢男 と 女の ﾌｫｰﾗﾑ 2002｣開 催 <

講 師 :板 本 洋 子 氏 (日 本 青 年

館 結 婚 相談 所 所 長 )> 

･三 市 合 同 講 演 会開 催 <講 師 :

吉 永 み ち子 氏 (ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ作

家 )･長 谷川 幸 介 氏 (茨 城 大 学
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助 教 授 )> 

･総 務 部 総 務 課 に男 女 共 同 参

画 推 進 室設 置  

･牛 久 市 男 女 共 生社 会 推 進 委

員 会 か ら牛 久 市 男 女 共 同 参

画 推 進 委員 会 に 改 称  

2003 

(H15) 

･社 会 に あ ら ゆ る分 野

に お い て指 導 的 地 位 に

女 性 が 占め る 割 合 が

2020 年 (平成 32 年 )ま

で に 少 なく と も 30%程

度 に な るこ と を 期 待

し ､女 性 の ﾁｬﾚﾝｼﾞ支 援

策 に 取 り組 む こ と を 明

記 し た 閣議 決 定 を 行 う  

･｢次 世 代育 成 支 援 対 策

推 進 法 ｣制 定  

  ･｢三 市 合同 講 演 会 ｣開 催 (1

月 )<講 師 :向 井 万起 男 氏 (慶

應 義 塾 大学 医 学 部 助 教 授 )> 

･市 主 催 ｢男 と 女 の ﾌｫｰﾗﾑ

2003｣開 催 <市 内 団 体 の 活 動

展 示 発 表 (16 団 体 )> 

･｢三 市 合同 講 演 会 ｣開 催 (11

月 )<講 師 :吉 武 輝子 氏 (評 論

家 ･作 家 )> 

･｢牛 久 市男 女 共 同 参 画 推 進

条 例 ｣の 制 定  

･牛 久 市 男 女 共 同参 画 審 議 会

の 設 置 (男 女 共 同参 画 推 進 委

員 会 は 廃止 ) 

･｢牛 久 市男 女 共 同 参 画 推 進

基 本 計 画 ･実 施 計画 ｣策 定  

2004 

(H16) 

･｢配 偶 者か ら の 暴 力 の

防 止 及 び被 害 者 の 保 護

等 に 関 する 法 律 ｣改 正  

･育 児 ･介護 休 業 法 改 正  

  ･｢男 と 女の ﾌｫｰﾗﾑ 2004｣開 催 <

講 師 :鈴 木 光 司 氏 (作 家 )><市

内 団 体 の活 動 展 示 発 表 (18 団

体 )> 

･女 性 の た め の 悩み ご と 相 談

(ﾌｪﾐﾆｽﾄ相 談 )開 始  

･男 女 共 同 参 画 推進 室 が 市 民

生 活 部 に組 織 替 え  

2005 

(H17) 

･｢男 女 共同 参 画 基 本 計

画 (第 2 次 )｣閣 議決 定  

･｢女 性 ﾌﾟﾗｻﾞ男 女共 同

参 画 支 援室 ｣開 設  

･｢男 女 共同 参 画 講 座 ｣開 講  

第 1 回 講座 <講 師 :渡 辺 七 子

氏 (株 式 会 社 計 画自 治 研 究 所

研 究 員 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :城 倉 純 子

氏 (ｳｨﾒﾝｽﾞﾈｯﾄ｢らい ず ｣地 域 ﾈ

ｯﾄﾜｰｸ部 会 長 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :和 田 由 香

氏 (社 団 法 人 い はら き 思 春 期

保 健 協 会幹 事 )> 

･｢三 市 合同 講 演 会 ｣開 催 <講

師 :広 岡 守 穂 氏 (中 央 大 学 法

学 部 教 授 )> 

2006 

(H18) 

･男 女 雇 用 機 会 均等 法

改 正  

･｢茨 城 県男 女 共 同 参

画 実 施 計画 ｣策 定  

･男 女 共 同 参 画 講座 (5 回 の 連

続 講 座 )開 催  

<講 師 :渡辺 七 子 氏 (株 式 会 社

計 画 自 治研 究 所 研 究 員 )> 

･男 女 共 同 参 画 公開 講 座 ･管

理 職 研 修開 催  

<講 師 :渋谷 敦 司 氏 (茨 城 大 学

人 文 学 部教 授 )><市 内 団 体 の

活 動 展 示発 表 (8 団 体 )> 

･｢男 女 共同 参 画 講 座 ｣開 催  

第 1 回 講座 <講 師 :松 本 君 代

氏 (元 牛 久 栄 進 高校 教 頭 )宮

田 は る な氏 (元 静岡 放 送 ｱﾅｳﾝ

ｻｰ､松 本 氏 の 長 女 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :方 波 見 景

子 氏 (水 戸 警 察 署県 庁 前 交 番
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所 長 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :斎 藤 仁 丸

氏 (NEC 社 員 ､1 年半 の 育 児 休

業 を 取 得 )> 

･｢男 女 共同 参 画 に 関 す る 市

民 意 識 調査 ｣の 実施  

2007 

(H19) 

･｢仕 事 と生 活 の 調 和 (ﾜ

ｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ)憲章 ｣､

｢仕 事 と 生 活 の 調和 推

進 の た めの 行 動 指 針 ｣

策 定  

･｢短 時 間労 働 者 の 雇 用

管 理 の 改善 等 に 関 す る

法 律 ｣(ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働 法 )

改 正  

･｢配 偶 者か ら の 暴 力 の

防 止 及 び被 害 者 の 保 護

等 に 関 する 法 律 ｣改 正  

･｢い ば らき の 快 適 な

社 会 づ くり 基 本 条 例 ｣

策 定  

･｢い ば らき の 快 適 な

社 会 づ くり の 基 本 方

針 ｣策 定  

･男 女 共 同 参 画 公開 講 座 ･管

理 職 研 修開 催  

<講 師 :太田 美 恵 氏 (茨 城 大 学

地 域 総 合研 究 所 客 員 研 究

員 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

講  

第 1 回 講座 <講 師 :黒 澤 一 恵

氏 ､足 立 真 由 美 氏 (日 赤 家 庭

看 護 法 指導 員 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :木 戸 ゆ か

り 氏 (海 洋 研 究 開発 機 構 技 術

主 任 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :毛 利 子 来

氏 (小 児 科 毛 利 医院 院 長 )> 

第 4 回 講座 <講 師 :吉 田 清 彦

氏 (ﾌﾘｰﾗｲﾀｰ･調 理師 )> 

第 5 回 講座 <講 師 :遠 藤 敬 夫

氏 (ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ)> 

･男 女 共 同 参 画 審議 会 か ら 提

言 書 が 提出 さ れ る  

2008 

(H20) 

･｢女 性 の参 画 加 速 ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ｣決 定  

  ･男 女 共 同 参 画 公 開 講 座 ･管

理 職 研 修開 催  

<講 師 :増岡 弘 氏 (声 優 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :遠 藤 敬 夫

氏 (ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ)> 

第 2 回 講座 <講 師 :大 野 由 美

子 氏 (日 赤 茨 城 県支 部 家 庭 看

護 法 指 導員 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :佐 藤 敦 之

氏 ､石 崎 和 子 氏 ､後 藤 と も 子

氏 (日 赤 茨 城 県 支部 幼 児 安 全

法 指 導 員 )> 

･男 (ひ と )と 女 (ひ と )･ﾊｰﾓﾆｰ

ﾌｫｰﾗﾑ 2008 開 催 (県 主 催 )<み

ん な 生 き生 き い ろ い ろ 談 義

(ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)><東 洋 大 付

属 牛 久 高校 吹 奏 楽 部 演 奏 (ｱﾄ

ﾗｸｼｮﾝ)><講 師 :荒木 由 美 子 氏

(ﾀﾚﾝﾄ)> 

･｢牛 久 市男 女 共 同 参 画 後 期

実 施 計 画～ あ な た と わ た し  

と も に ほこ れ る 牛 久 づ く り

～ ｣策 定  

･市 内 ･準市 内 の 入 札 資 格 申

請 事 業 者を 対 象 に ､男 女 共 同

参 画 の 取組 に 関 す る ｱﾝｹｰﾄを

開 始  

2009 

(H21) 

･育 児 ･介護 休 業 法 改 正    ･男 女 共 同 参 画 公 開 講 座 ･管

理 職 研 修開 催  

<講 師 :木村 ま さ 子 氏 (薬 膳 ﾚｽ
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ﾄﾗﾝｵｰﾅｰ/木 村 拓 哉 の 母 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :佐 藤 美 代

子 氏 (ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ)> 

第 2 回 講座 <講 師 :黒 澤 一 恵

氏 (日 赤 茨 城 県 支部 健 康 生 活

支 援 指 導員 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :山 川 百 合

子 氏 (県 立 医 療 大学 精 神 科

医 )> 

2010 

(H22) 

･｢男 女 共同 参 画 基 本 計

画 (第 3 次 )｣閣 議決 定  

･｢仕 事 と生 活 の 調 和 (ﾜ

ｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ)憲章 ｣及

び ｢仕 事 と 生 活 の調 和

推 進 の ため の 行 動 指

針 ｣改 訂  

  ･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2010(県 と の 共 催 )開 催 <

東 洋 大 付属 牛 久 高 校 ﾀﾞﾝｽ部

発 表 (ｱﾄﾗｸｼｮﾝ)><市 民 に よ る

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ><講 師 :神 田

香 織 氏 (講 談 師 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :荒 井 順 子

氏 ､庄 司 久 美 子 氏 (日 赤 幼 児

安 全 法 指導 員 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :大 田 仁 史

氏 (県 健 康 ﾌﾟﾗｻﾞ管 理 者 )> 

第 3 回 講座 <講 師 :黒 沼 裕 之

氏 (牛 久 警 察 署 生活 安 全 課

長 )> 

2011 

(H23) 

  ･｢茨 城 県 男 女 共 同 参

画 基 本 計画 (第 2 次 )

い き い きい ば ら き ﾊｰﾓ

ﾆｰﾌﾟﾗﾝ｣策 定  

･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2011 開 催 <牛 久 市 民 吹

奏 楽 団 演奏 (ｱﾄﾗｸｼｮﾝ)><市 民

に よ る ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ><講

師 :池 田 香 代 子 氏 (ﾄﾞｲﾂ文 学

翻 訳 家 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :羽 下 麻 利

氏 (牛 久 市 消 費 生活 ｾﾝﾀｰ相 談

員 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :武 藤 幸 枝

氏 (心 理 ｶｳﾝｾﾗｰ･中 高 年 期 運

動 指 導 士 )> 

･｢男 女 共同 参 画 に 関 す る 市

民 意 識 調査 ｣の 実施  

･男 女 共 同 参 画 審議 会 か ら 意

見 書 が 提出 さ れ る  

2012 

(H24) 

･｢女 性 の活 躍 促 進 に よ

る 経 済 活性 化 ｣行動 計

画 策 定  

  ･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2012 開 催  

<牛 久 栄 進 高 校 吹奏 楽 部 演 奏

(ｱﾄﾗｸｼｮﾝ)><市 民に よ る ﾊﾟﾈﾙ

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ><講 師 :木 下 晴 弘

氏 (㈱ ｱﾋﾞﾘﾃｨﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ代 表 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :武 藤 幸 枝

氏 (心 理 ｶｳﾝｾﾗｰ･色 彩 心 理 ｾﾗ

ﾋﾟｽﾄ)> 

第 2 回 講座 <講 師 :石 井 貞 晃

氏 (市 危 機 管 理 室危 機 管 理 補

佐 監 )> 
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2013 

(H25) 

･｢配 偶 者か ら の 暴 力 の

防 止 及 び被 害 者 の 保 護

等 に 関 する 法 律 ｣改 正  

･｢日 本 再興 戦 略 ｣が 閣

議 決 定 され ､そ の中 核

に 女 性 の活 躍 推 進 が 位

置 付 け られ る  

  ･｢牛 久 市男 女 共 同 参 画 推 進

基 本 計 画・ 実 施 計 画 （ 第 2

次 ） ｣策 定  

･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2013 開 催  

<牛 久 市 民 吹 奏 楽団 演 奏 (ｱﾄﾗ

ｸｼｮﾝ)><市 民 に よる ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽ

ｶｯｼｮﾝ><講 師 :池 辺 晋 一 郎 氏

(作 曲 家 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :三 宅 亨 氏 ､

茅 根 秀 一氏 (関 東農 政 局 土 浦

地 域 ｾﾝﾀｰ表 示 ･規格 指 揮 官 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :池 田 和 美

氏 (市 交 通 防 災 課参 事 )> 

2014 

(H26) 

･｢『 日 本再 興 戦 略 』 改

訂 2014｣が 閣 議 決 定 ､

女 性 の 活躍 推 進 が 成 長

戦 略 の 一つ と し て 位 置

付 け ら れる  

･内 閣 府 に ｢す べ て の 女

性 が 輝 く社 会 づ く り 本

部 ｣設 置  

  ･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2014 開 催  

<県 立 牛 久 高 校 吹奏 楽 部 演 奏

(ｱﾄﾗｸｼｮﾝ)><市 民に よ る ﾊﾟﾈﾙ

ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ><講 師 :藻 谷 浩 介

氏 (㈱ 日 本 総 合 研究 所 調 査 部

主 席 研 究員 )> 

･｢生 き 方 ･暮 ら し方 講 座 ｣開

催  

第 1 回 講座 <講 師 :井 上 由 加

利 氏 (井 上 内 科 ｸﾘﾆｯｸ院 長 )> 

第 2 回 講座 <講 師 :池 田 和 美

氏 ､西 京 子 氏 ､大 上 雅 子 氏 ､篠

原 久 代 氏 ､藤 田 裕子 氏 (市 交

通 防 災 課参 事 ､市交 通 安 全 教

化 員 )> 

2015 

(H27) 

･｢男 女 共同 参 画 基 本 計

画 (第 4 次 )｣閣 議決 定  

･｢『 日 本再 興 戦 略 』 改

訂 2015｣が 閣 議 決 定  

 

 

･｢女 性 の職 業 生 活 に お

け る 活 躍の 推 進 に 関 す

る 法 律 (女 性 活 躍推 進

法 )｣制 定  

  ･牛 久 市 男 女 共 同 参 画 宣 言 都

市 記 念 式典 ･う しく 男 (ひ

と )･女 (ひ と )ﾌｫｰﾗﾑ 2015 開

催 <牛 久 一 中 混 声合 唱 団 に よ

る 都 市 宣言 文 の 唱 和 ･合 唱 ><

講 師 :宮 本 太 郎 氏 (中 央 大 学

法 学 部 教授 )> 

2016 

(H28) 

  ･｢茨 城 県 男 女 共 同 参

画 基 本 計画 (第 3 次 )

い き い きい ば ら き ﾊｰﾓ

ﾆｰﾌﾟﾗﾝ｣策 定  

･｢牛 久 市男 女 共 同 参 画 推 進

基 本 計 画・ 実 施 計 画 （ 第 3

次 ） ｣策 定  

･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2016 開 催 <牛 久 三 中 吹

奏 楽 部 演奏 (ｱﾄﾗｸｼｮﾝ)><市 内

高 校 生 によ る 都 市 宣 言 文 の

唱 和 ><講師 :白 井文 氏 (前 尼

崎 市 長 ､ｸﾞﾝｾﾞ㈱ 社 外 取 締

役 )> 

･｢男 女 共同 参 画 に 関 す る 市

民 意 識 調査 ｣の 実施  

2017 

(H29) 

    ･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2017 開 催  

<市 内 高 校 生 に よる 都 市 宣 言

文 の 唱 和 ><牛 久 二 中 吹 奏 楽

部 及 び おく の ｳｲﾝﾄﾞﾍﾞﾙｽﾞに
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よ る ｽﾃｰｼﾞ発 表 ><講 師 :笠 井

信 輔 氏 (民 放 ｱﾅｳﾝｻｰ)> 

2018 

(H30) 

・ 「 働 き方 改 革 を 推 進

す る た めの 関 係 法 律 の

整 備 に 関す る 法 律 」 公

布  

･｢政 治 分野 に お け る 男

女 共 同 参画 の 推 進 に 関

す る 法 律 ｣公 布 ･施 行  

  ･う し く 男 (ひ と )･女 (ひ と )ﾌ

ｫｰﾗﾑ 2018 開 催  

<下 根 中 吹 奏 楽 部演 奏 (ｱﾄﾗｸｼ

ｮﾝ)><市 内 高 校 生に よ る 都 市

宣 言 文 の唱 和 ><劇 団 い ば ら

き に よ る寸 劇 ､茨城 県 民 の 歌

ﾀﾞﾝｽ発 表 ><講 師 :大 島 希 巳 江

氏 (神 奈 川 大 学 教授 ､英 語 落

語 家 )> 

2019 

(R 元 ) 

･｢女 性 活躍 推 進 法 ｣改

正  

･｢DV 防 止 法 ｣改 正  

･｢い ば らき ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯ

ﾌﾟ宣 誓 制度 ｣開 始  

･牛 久 市 男 女 共 同参 画 講 演 会  

<講 師 :茅原 ま す み 氏 (元 民 放

ｱﾅｳﾝｻｰ｡2017 講 師 笠 井 信 輔 氏

の 妻 )> 

2020 

(R2) 

･｢第 5次 男 女 共 同参 画

基 本 計 画 ｣閣 議 決定  

･｢女 性 ﾌﾟﾗｻﾞ｣と ｢男 女

共 同 参 画支 援 室 ｣を 統

合 し た ｢男 女 共 同参 画

ｾﾝﾀｰ(ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推 進 ｾ

ﾝﾀｰ)｣新 設  

･牛 久 市 男 女 共 同参 画 講 演 会

<講 師 :國本 未 華 氏 (気 象 予 報

士 ､防 災 士 )> 

2021 

(R3) 

 ･｢茨 城 県 男 女 共 同 参

画 基 本 計画 (第 4次 )｣

策 定  

･｢男 女 共同 参 画 に 関 す る 市

民 意 識 調査 ｣の 実施  
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■  用 語 解 説  

 用 語  解 説  

あ 行  ア ン コ ンシ ャ ス・バ イ ア ス  誰 も が 潜在 的 に 持 っ て い る 思 い 込 み の こ と 。 育

つ 環 境 、所 属 す る 集 団 の 中 で 無 意 識 の う ち に 脳

に き ざ みこ ま れ 、 既 成 概 念 、 固 定 観 念 と な っ て

い く 。  

か 行  各 種 ハ ラス メ ン ト  職 場 に おけ る 「 パ ワ ー ・ ハ ラ ス メ ン ト 」 と は 、

職 場 に おい て 行 わ れ る  ① 優 越 的な 関 係 を 背 景

と し た 言動 で あ っ て 、 ② 業 務 上 必 要 か つ 相 当 な

範 囲 を 超え た も の に よ り 、 ③ 労 働 者 の 就 業 環 境

が 害 さ れる も の で あ り 、 ① ～ ③ ま で の 要 素 を 全

て 満 た すも の を い う 。 改 正 さ れ た 労 働 施 策 総 合

推 進 法 にお い て 、 職 場 に お け る パ ワ ー ・ ハ ラ ス

メ ン ト につ い て 事 業 主 に 防 止 措 置 を 講 じ る こ と

を 義 務 付け て い る 。 併 せ て 、 事 業 主 に 相 談 し た

こ と 等 を理 由 と す る 不 利 益 取 扱 い も 禁 止 さ れ て

い る 。 なお 、 性 的 指 向 ・ 性 自 認 に 関 す る 言 動 、

性 的 指 向や 性 自 認 に 関 す る 望 ま ぬ 暴 露 で あ る い

わ ゆ る 「ア ウ テ ィ ン グ 」 も 、 職 場 に お け る ハ ラ

ス メ ン トの 対 象 と な り 得 る 。  

 家 族 経 営 協 定  家 族 農 業 経 営 に た ず さ わ る 各 世帯 員 が 、 家 族 間

の 十 分 な話 し 合 い に 基 づ き 、 経 営 方 針 や 役 割 分

担 、 世 帯員 全 員 が 働 き や す い 就 業 環 境 等 に つ い

て 取 り 決め る 協 定 の こ と 。  

 協 同 的 な 学 び  自 分 か ら は た ら き か け て 友 だ ちや モ ノ （ 資 料 や

テ キ ス トな ど ） と 関 わ り 、 仲 間 と 聴 き 合 い な が

ら 学 ん でい く こ と で あ る 。 い わ ゆ る 「 勉 強 」 が

自 分 1人 に よ る 学習 で 、友 達 や モノ と は あ ま り 関

わ ら ず 「一 人 で が ん ば る 」 こ と が 重 視 さ れ て き

た の に 対し て 、 協 同 的 な 学 び は 協 同 で 課 題 に 挑

戦 し な がら 自 分 の 力 を 高 め て い く 学 習 で あ る 。  

 固 定 的 な 性 別 役 割 分 担 意

識  

男 女 を 問わ ず 個 人 の 能 力 等 に よ っ て 役 割 の 分 担

を 決 め るこ と が 適 当 で あ る に も か か わ ら ず 、

「 男 は 仕事・女 は 家 庭 」、「 男 性 は 主 要 な 業 務 ・

女 性 は 補助 的 業 務 」 等 の よ う に 、 男 性 、 女 性 と

い う 性 別を 理 由 と し て 、 役 割 を 固 定 的 に 分 け る

考 え 方 のこ と 。  

さ 行  

 

持 続 可 能な 開 発 の た め の

2030ア ジェ ン ダ（ 持 続 可 能

な 開 発 目標 ： SDGs）  

平 成 27(2015)年 9月 に 国 連 で 採 択さ れ た 、 平 成

28(2016)年 か ら 令 和 12(2030)年 ま で の 国際 目

標 。 「 誰一 人 取 り 残 さ な い 」 社 会 の 実 現 を 目 指

し 、 経 済・ 社 会 ・ 環 境 を め ぐ る 広 範 な 課 題 に 総

合 的 に 取り 組 む た め 、 先 進 国 を 含 む 国 際 社 会 全

体 の 目 標と し て 、2030 年 を 期 限と す る 包 括 的 な

17の 目 標（ Sustainable Development Goals: 

SDGs） を設 定 。 目 標 ５ で は 「 ジ ェ ン ダ ー 平 等 の

達 成 と 全て の 女 性 及 び 女 児 の エ ン パ ワ ー メ ン

ト 」 が 掲げ ら れ て い る 。  
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さ 行  

 

 

ジ ェ ン ダー  「 社 会 的・ 文 化 的 に 形 成 さ れ た 性 別 」 の こ と 。

人 間 に は生 ま れ つ い て の 生 物 学 的 性 別 （ セ ッ ク

ス ／ sex）が あ る。一 方 、社 会 通 念 や 慣 習 の 中 に

は 、 社 会に よ っ て 作 り 上 げ ら れ た 「 男 性 像 」 、

「 女 性 像」 が あ り 、 こ の よ う な 男 性 、 女 性 の 別

を 「 社 会的 ・ 文 化 的 に 形 成 さ れ た 性 別 」 （ ジ ェ

ン ダ ー ／ gender） と い う 。 「 社 会 的 ・ 文 化 的 に

形 成 さ れた 性 別 」 は 、 そ れ 自 体 に 良 い 、 悪 い の

価 値 を 含む も の で は な く 、 国 際 的 に も 使 わ れ て

い る 。  

 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ  生 物 学 的 性 別 に 付 与 さ れ た 社 会的 役 割 、 機 会 等

の 格 差 。  

 ス ト ー カ ー 規 制 法  平 成 １ ２ 年 ５ 月 、 「 ス ト ー カ ー行 為 等 の 規 制 等

に 関 す る法 律 」 が 成 立 し 、 同 年 １ １ 月 に 施 行 さ

れ た 。 被害 者 か ら の 警 察 へ の 相 談 ・ 申 し 出 に 応

じ 、 つ きま と い 等 の 行 為 者 に 対 し 「 警 告 」 を 、

さ ら に 従わ な か っ た 場 合 は 国 家 公 安 委 員 会 が

「 禁 止 命令 」 を 、 そ れ に も 違 反 し た 場 合 は 刑 事

罰 が 科 せら れ る 。  

 

 

 

 

 

性 的 マ イノ リ テ ィ  性 的 マ イノ リ テ ィ と は 、 性 的 指 向 と し て 同 性 に

恋 愛 感 情を 持 つ 人 や 、 性 自 認 と し て 生 ま れ 持 っ

た 性 （ 体の 性 ） と 心 で 感 じ て い る 性 （ 心 の 性 ）

が 一 致 しな い 人 な ど の こ と を い う 。｢セ ク シ ュ ア

ル マ イ ノリ テ ィ ｣、｢性 的 少 数 者 ｣と も い う 。性 的

指 向 （ Sexual Orientation） と は 、 人 の恋 愛 ・

性 愛 が どう い う 対 象 に 向 か う の か を 示 す 概 念 で

あ る 。 性 自 認（ Gender Identity）と は 、自 分の

性 を ど のよ う に 認 識 し て い る の か 、 ど の よ う な

性 の ア イデ ン テ ィ テ ィ （ 性 同 一 性 ） を 自 分 の 感

覚 と し て持 っ て い る か を 示 す 概 念 で あ る 。 性 的

指 向 と 性自 認 の 頭 文 字 を 取 っ た 「 SOGI」 と い う

用 語 も ある 。 な お 、 性 的 指 向 と 性 自 認 の 頭 文 字

を 取 っ た「 SOGI」 と い う 用 語 も あ る 。 な お 、 性

的 指 向 につ い て 、 例 え ば 、 レ ズ ビ ア ン （ 同 性 を

恋 愛 や 性愛 の 対 象 と す る 女 性 ） 、 ゲ イ （ 同 性 を

恋 愛 や 性愛 の 対 象 と す る 男 性 ） 、 バ イ セ ク シ ュ

ア ル（ 同 性 も 異 性 も 恋 愛 や 性 愛 の 対 象 と す る 人 ）

等 の 呼 称、 性 自 認 に つ い て 、 例 え ば 、 ト ラ ン ス

ジ ェ ン ダー （ 出 生 時 の 戸 籍 上 の 性 と は 異 な る 性

自 認 を 有す る 人 ） 等 の 呼 称 が あ り 、 こ れ ら の 頭

文 字 を 取っ た 「 LGBT」 と い う 用 語 が 、 性 的 マ イ

ノ リ テ ィを 表 す 言 葉 の 一 つ と し て 使 わ れ る こ と

も あ る 。  

 

 

 

 



 

７２ 

 

さ 行  

 

 

積 極 的 改善 措 置  男 女 が 、社 会 の 対 等 な 構 成 員 と し て 、 自 ら の 意

思 に よ って 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 に お け る 活 動 に

参 画 す る機 会 に 係 る 男 女 間 の 格 差 を 改 善 す る た

め 必 要 な範 囲 内 に お い て 、 男 女 の い ず れ か 一 方

に 対 し 、当 該 機 会 を 積 極 的 に 提 供 す る こ と を い

う （ 男 女共 同 参 画 社 会 基 本 法 第 ２ 条 第 ２ 号 ） 。

ま た 、 同法 第 ８ 条 は 、 国 の 責 務 と し て 、 国 が 、

男 女 共 同参 画 社 会 の 形 成 の 促 進 に 関 す る 施 策

（ 積 極 的改 善 措 置 を 含 む 。）を 総 合 的 に 策 定し 、

及 び 実 施す る 責 務 を 有 す る 旨 、 規 定 し て い る 。

男 女 間 にお い て 形 式 的 な 機 会 の 平 等 が 確 保 さ れ

て い て も、 社 会 的 ・ 経 済 的 な 格 差 が 現 実 に 存 在

す る 場 合に は 、 実 質 的 な 機 会 の 平 等 を 担 保 す る

た め に 積極 的 改 善 措 置 （ ポ ジ テ ィ ブ ・ ア ク シ ョ

ン ） の 導入 が 必 要 と な る 。  

た 行  ダ イ バ ーシ テ ィ  「 多 様 性」 の こ と 。 性 別 や 国 籍 、 年 齢 な ど に 関

わ り な く、 多 様 な 個 性 が 力 を 発 揮 し 、 共 存 で き

る 社 会 のこ と を ダ イ バ ー シ テ ィ 社 会 と い う 。  

 男 女 雇 用 機 会 均 等 法  正 式 に は 「 雇 用 の 分 野 に お け る男 女 の 均 等 な 機

会 及 び 待遇 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 」 と い い 、 女

性 労 働 者の 就 業 に 関 し て 妊 娠 中 及 び 出 産 後 の 健

康 の 確 保を 図 る 等 の 措 置 を 推 進 す る こ と を 目 的

と す る 法律 。 平 成 18年 に 改 正 さ れ 性 差 別 禁 止 範

囲 の 拡 大、 妊 娠 ・ 出 産 等 を 理 由 と す る 不 利 益 取

扱 の 禁 止、 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 対 策 の

強 化 等 が盛 り 込 ま れ た 。  

 ド メ ス テ ィ ッ ク・バ イ オ レ

ン ス（ 配 偶 者等 に 対 す る 暴

力 (DV)）  

夫 婦 や 恋人 同 士 が 相 手 に 対 し て ふ る う 肉 体 的 ・

精 神 的 暴力 の こ と 。 夫 婦 間 の こ と を 私 的 な 問 題

で 扱 う 風潮 や 夫 婦 間 の 経 済 的 な 力 関 係 、 世 間 体

な ど の 壁に は ば ま れ 、 こ れ ま で 表 面 化 し に く か

っ た が 、人 権 侵 害 と し て 解 決 す べ き 問 題 で あ る 。 

 ド メ ス テ ィ ッ ク・バ イ オ レ

ン ス（ 配 偶 者等 に 対 す る 暴

力 (DV)）防 止 法  

平 成 １ ３年 ４ 月 、 「 配 偶 者 か ら の 暴 力 の 防 止 及

び 被 害 者の 保 護 に 関 す る 法 律 」 が 成 立 し 、 同 年

１ ０ 月 に施 行 さ れ た 。 こ の 法 律 は 、 配 偶 者 か ら

の 暴 力 を防 止 し 、 被 害 者 を 保 護 す る た め 、 都 道

府 県 が 、自 ら が 設 置 す る 婦 人 相 談 所 そ の 他 の 適

切 な 施 設に お い て 、 被 害 者 の 相 談 を 受 け た り 一

時 保 護 を行 う な ど 「 配 偶 者 暴 力 相 談 支 援 セ ン タ

ー 」 と して の 機 能 を 果 た す こ と や 、 裁 判 所 が 発

す る い わゆ る 接 近 禁 止 命 令 や 退 去 命 令 に つ い て

規 定 し てい る 。  

 

 

 

 

 

 



 

７３ 

 

ま 行  学 び の 共同 体  「 学 び の共 同 体 」 の 学 校 と は 、 子 ど も だ け で な

く 、 そ の成 長 を 支 え る 保 護 者 （ 地 域 住 民 ） や 教

師 も 共 に学 び 育 ち 合 う 場 と し て の 学 校 の こ と で

あ る 。 「学 び の 共 同 体 」 の 学 校 づ く り の ね ら い

は、1人 残 ら ず す べ て の 子 ど も が 楽 し く 学 べ る こ

と 、 す べて の 教 師 が 教 育 の 専 門 家 と し て 成 長 で

き る こ と、 保 護 者 や 市 民 も 学 習 参 加 な ど を 通 し

て 学 校 教育 に 協 力 し な が ら 学 び 続 け る こ と で あ

る 。  

(出 典 :内 閣 府 「 第 ５ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画  用 語 解 説 」 、 茨 城 県 「 茨 城 県 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 (第

４ 次 ） 」 、 牛 久 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ )  
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